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に
' 
彼
れ
等
の
見
地
を
以
づ
.て
す
れ
ば
、
國
家
に
取
つ
て
致
集 

^
の
敢
道
.と
觀
'す
ら
れ
た
も
の
は
外
國
質
易
で
ぁ
っ
た
。
然
し
な
が
ら
ハ
' 
國
家
は
、
結
局
に
於
v>
•て
、
生
產
す
る
こ
と
な
く
し
て
輸
出

を
繼
經
す
る
こ
と
を
得
ざ
る
が
故
に
？
商
廣
は
纏
が
て
又
、
塵
を
必
要
良
ら
し
め
た
。
斯
く
て
、
彼
れ
等
は
國
家
的
富
强
を
以

.つ

て
- 

1

國
民
的
坐
產
の
禮
加
に
ょ
つ
て
の
み
、
能
く
取
得
し
得
可
I

の
と
觀
たo

彼
の
，ザ
十
1
ル
ズ
•
ダ
ヴ
ェ
ナ
ン
ト
の
如
|
;
、
贸
辱
ー 

の
差
.額
を
以
つ
„ズ
，，一

國
が
其
の
一
個
年
間
の
贸
易
に
ょ
つ•て
得
た
純
收
益
とI

る

と

，
共

に

、

，
一

國

を

レ

て

贸

易

均

衡

上

の

.

優
勝
者
た
：
 

ら
し
む
る
が
爲
め
に
確
實
な
，る，

Q

觀
あ
る
方
法
を
以
つ
て
、
人
民t
增
加
し
、
之
•れ
，に
職
を
與
へ
、
又
、
土

 

f

改
良
し
、.，
其
の
靡
勿
. 

を
增
加
す
^
に
、存
す
る
も
の
と
主
張
し

「

た
。(

前
揭
拙
著
一
八
五I
六
頁
參
照〕
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.

■

’ 

ゾ 

t

--
;

,

:

ぃ 

f

八
他
紀
の
怫
藤
西
に
於
い
て
は
、
此
の
，國
に
於
け
る
工
業
醫
政
策
に
對
す
る
反
動
と
し
で
農
業
資
本
の
利
益
を
代
表
す

.る
：重 

fe
產

.を
^
ず
る
に
至
つ
た
。
旣

淀

の

學M-
の
先
蹤
ボ
ア
ザ
ル
、
へー
ル
は
、
熱
烈
な
る.態
度
_を
以
つ
て
、
コ

ル

べ

.
丨

ル

が

農

業

;̂
度
；

^
■
■1
>
.
ー

」

^

_

_

場

.
^
^
^
し

^

疋

猶

遞

:#
1|
^

■

主

^

#

の
：
制

灌

^

^

め
ー
に
辯
じ
ぃ
^

吻

の

ー

蔚

償

か

爲

め

^

主

張

し

、
「

軿

國
^:
:
牧

,
. 

場

と

は

讓

の

兩

乳

房

で

.あ

る

.
，
.
.
と

恐

た

1
純

释

な

る

，
佛

國

人

ス

，
ュ

タ

ィ

し

を

稱

揚

L

て「

伊
太
利
：JI
I
1
-
化
し
たn

.

ル

べ

丨 

上
份
S

き
、
而
し
て
内
外
憲
殊
議
物
交
易.に
對
す
斷
な
る
規
制
を
排
斥
し
た
の
で
あ
る
が
、
斯
學
派

G

中
心
人
.
.
フ
ラ
ン 

ス
？

ヶ
ネ
丨
は
、
其
の'子
の
费
名
s

l

a

y

le.

日S)

に
隱
れ
た
一
千
七
百
五
十
六
年
刊
行

『

大
百
科
全
寄』(

G
r
a
n
d
e

 

I

n

 

'
%六f

.

中や
：.

1
_

_

洲

人

冲

に

於

 

穣
、
家
畜
、
-A
ロ
、
.腐
物
の
在
產
及
び
消
費
、
價
格
の
段
階
、
、生

i
j

の
費
用
及
び
利
潤
を
考
査
し、

(

A

f
 

te* O
I
D
,

 

oeuvres 

f
o

i
e

s
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l

f
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f
 

S
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S
.
1
7
9
0
、

次
>
で
、
其
の
.
？

年

刊

行

同

全

書

の

第

セ

^

' 

中
2

項『

穀
物J

 (

G

n)

中
に
於
いV

、

眞
の
國
找
政
策
が
佛
蘭
西
國
土
の
大
生
產
カ
I
氛
す
る
に
在
り
と
觀
'」

而
.し 

て

國

产

に

於

け

.る

現

在

の

穀

物

生

產

總

耿

獲

高
を
以
つ
て一

•個
^
-凡
そ
五
億
九
千
五
'百
萬
リ
ヴ
ル
と
積
箅
‘し
、
今

、
.
到

る̂
に

馬
§:
.

,

-

利
御
思
想
史
槪
薛' 

•
- 

、
. 

-

-'
.

五
.

(

五

V
'

.:
ニ



利
物
思
想
史«

p

、
_ 
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六

C

六o
-

 

陡
KJ
し
C
茴
當
な
る
排
作
を
行
つ
た
な
ら
ば\
收

櫻

は

十

八

臨

广

千

五

，
，百

萬

.リ
ダ
ル
、
即
ち
約
三
倨
以
上
に
坳
加
す«1
1
く
、
&
れ
ょ
り 

し
て
！

i
ベ
て
の
免
席
费
を
被
除h
た
後
の
餘
_
は
い
.從
前
の
'
一
億
七
千
八
宵
离
に
對
し
、■八

偽

八

千

五

巨

萬

と

，な

り

、

約

五

倍

の

.額
に
- 

遵
す
江
き
C
と
を
生
^
し

た

？
 (oeuvres, op. 

C'Fp. 

2
o
6
-
2

〗

4
o
o彼
れ
は
小
な
る
小
作
人
に
ょ
つ
て
細
か
く
耕
作
せ
ら
れ
た
土
地 

は
.、
广
り
多
く
の
人
と
支
山
を
要
し
、
利
，溯
は
著
し
.く
制
限
せ
ら
る
、
が
故
に
、
農
業
の
ー
利
錄
は
、
'#
■<
•
:
.有
福
^
る
*
作̂
人
の
手H

 

«)
:
>い
高
き
.(.
:
-
7
、値
‘を
有
す
る
忙
^
ら
し
め』

ル
た
大
農
踢
ょ
り
生
ず
る
も
の
と
做
し
た
。
故.に
彼れの

/̂
r

有

禍

な

る
>]
作
人
と 

"よ
ザ
_

ら
お
池
.を
#
:
^

S
る

勞

霞
^
私
#

<
^:
て
巧
：
：
®

r entrepreneur〕

を
^
す
も
の
で
ぁ
る
。
彼
れ
等
の
富
は
實
に
阈
家
の
强
大
と
繁
榮
'及
び
大
人
ロ
の
膊
の
拣
礎
た.る
矣
の
で
•ぁ
る
。 

ribid,, .P. 

2
1
9
0
0

出
來
、
其
の
.手
中
に
钜
產
的
諸'カ
を
集
中
す
る
習
で.ぁ
つ
.
'て
.：
英
國
經
濟
學
者
に
ょ
つ
て

「

資
本
家」

(capitalist)

と 

.
_

ぶ

爾

_
§:
:
霞

す

蚤
 
を
斯
o-
.-c
m
ば
^

VM;
.久
*
背
の
‘

へ
5
令
見
6
^
1
2
2
0

な
る
名
稱
を
侦
用
ム
た
最
初
の
人
は
往
々
に
じ
て
ジ
ャ

ン

•
パ
，

チ
ィ
ス

ト
，。
セ
.
ィ

で

ぁ

る

と

信

ぜ

ら

れ

^

-^
で
ぁ
名
が
、 

吾
人
は
ケ
ネ
,1
が

是

れ

か

ぬ

雇

遙

加

：：に

以

痕

に

：
此
；
の
：

.
術

語

釭.%
调

か

匕
、百
五
十
\
'卜
上
一
月
に
公
に
せ
ら
れ
た

『

經
濟
表J

K
H
a
k
e
a
u

w'c
i
m
i
q
u
e

v/
に
於
い
て
は
、
農
業
に.依
0
て
、
英
國
ぬ：

於
け
る
，が
如
。
 

く
'.
-
,十
：別
^
純

收

齡

：
?:
•擧

げ

：

「

る
；
こ
と'が
.出

^

^̂'
す
;^
ば

、

^

或

ひ

ば

徵

税

權

请

の

手

 

.に
粗
^
と
し
.て
？
：或
'ひ
は
地
主
'の
^
に
吔
代
と
：し
^
歸
^
可
章
乃
^

の
關
夂
^
限
り
に
於
い
：て
は
、
彼
れ
は
價
格
の
生
靡
費
說
を
保
持
す
る
も
の
で
，あ
つ
て
，、
製

證

5:
:
以
つ
て
新
價
値
.«
:

§

し
得
^
る
^
: 

:

の
：
と

看

做

し
.、
：̂
造

品

が.交

換

：せ
.
ら

れ

る

時

に

は

、

單

.に
等
價
物
が
交
換
せ
ら
れ
る
冗
過̂
ず
し
て
"
如
何
海
る
利
潤
若.

し
：.

く
は
餘
事 

.慣
^
劣
交
換
に
際
し
^
生
.ず

る

こ

：と

能
#
ざ

る

も̂

で

ぁ
^

^

說

ぃ

灰

の

.

.
で

ぁ

今

::

稿『

經
濟
的
自
給
主
義
思
想
史
概
觀

』
1-1

四

看

照
^

'パ
':じ 

-
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へ
:.
.
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:
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\

.

V

.

.

.

-

.

.即

ち

ヶ

ネ

ー

、
は
，殆

ん

：ど

自

然

利

子

：
の

本

質

を

理

解

す

る

こ

と

な

く

、

嚴

れ

r.
於

い

，
て

資

本

家

の

純

所

#
よ

奴

も

寧

ろ@
換

費

を

見

た 

に

過

ぎ

な

か

っ

た
0
即

ち
‘
彼

れ

ば.

『

經

濟

表

の

汾

柝

』
(

>
:
^
1
7
5
6 

d
u

 

T
a
b
l
e
a
u

m'c
o
n
o
m
i
q
u
o

中

に

於

いH

0
く

、

F

仍

耕

作

者

.
の 

,
設

備

の

前

拂

の

利

子

は

j被
れ
等
の
.年
々
の
囘
收

(reprises i
u
e
l
l
e
s
)

中
に
包
含
せ
ら
れ
て
ゐ
な
け
れ_
故
ら
ぬ
。
を
ば
翁
れ
等
の
大 

7
故̂

.冷
寄
，
，̂
靡
' 
麥
奴
病
，
水
麥
.

疫̂
等
.の
.如
き)

に
對
す
る
が
爲
め
に1

X絕

.え

ず

修

理

す

る

を

要

す

る

.經
營
.の
..富
.の
.
.
！

IT

常
谁
持
. 

の
.爲
め
に
使
用
せ
ら
れ
る

」

と
。(ibid, 

p. 

3
1
3
0
0

而
し
て
* 
メ
ル
シH

•
、ぐ
ソ•
ラ
•
リ

ヴ

ィ

エ

ー

ル
の
：
如

.廣
も
、
單
に
い
：農
業
が
拋
：棄 

せ
ら
れ
て
他
の
業
務
に
问
ふ
こ
と
が
な.い
な
ら
ば
、
之
れ
に
役.人
1
ら
れ
た
資
本
吖
上
に
は
純
利
澗
が
存
し̂

け

れ

ぼ

な

ら

ぬ

：
こ

>-
を 

し
た
.に
過
ぎ
な
か
つ
.た
.

o.(

r:ordre naturel et essen.tiel. 

d
eln
,
.
s
o
c
i
€
t

rt
l
v
s 

politiq::ies, 

.1.767>. ed. 

E
u
g
g
n
v
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a
i
r
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4
5
9
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'
然

る

，
に
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'

®

:#
の
_
外
者
ァ
■

(

•
誇 

(
R

fiexions 

sur la. Formati§
’et la 

Distribution 

des 

Richnesses,1
7
6
6
.)に

泠
い

て
，
資
本
が
.j 

般
に
利
闺
を
生
ず
可
き
听 

以
を
說
明
せ
ん
と
し
たo
彼

れ

に
.#
へ
ば
.• 土
地
の
領
冇
は
、.地
代
の
形
態
に
於.い
て
、
努
働
な
く
し
て
永»'
的
所
得
を
取
.得
す
る
の 

保
證
を
與
へ
，る
も
の.で
あ
る
が
、
土
地
はft
本
に
よ
つ
て
評
價
せ
ら
れ
る.こ
と
が
出
來
、
又
、■之
れ
と
交
換
せ
ら
るX
こ
^
が
出
來
る
.

.^
あ
1
へ̂

^
ゅ

る
;»
の
«
幣

、.爾

も

；
ャ«

©
す

れ

：蘇

)

^
^
^
^

の
等
艰
物
と
靜
做
さ
る
可
く
，
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p
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Schdle, 

T
o
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I
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1
9
1
4
, 

p

•‘ 5
.O
N7 
し
、
穿
,' 

本
の
所
^
は
：
土
地
の
購
人
に
よ
っ
て
楚
れ
よ
り
し
て
永
續
的
苹
所
得
を
取
得
し
得
る
が
故
に
、
恰
も
土
地
の
購

lA
に
•よ

っ

て

取

得

,に
使
用
す
る
こ
と
な
か
る
可
く
、
.楚
れ
が
爲
め
広
資
本
は
是
れ
等
の
あ
ら
ゆ
；る
部
鬥
に
於
い
て
利
潤
，を
生
じ
な

.け
れ
.ば
な
ら
^
の
.で
あ

:

利
^
思
.姐

史

槪

觀
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る
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K
s
i
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lxs;..CElIvres, 

p. 

5,68,575. )

o
而
し
て
，
彼
ft
は
特
に
、
總
べ
て
の
商
人
に
共
通
な
る
こ
と
は
、
彼

れ

. 

等
が
！$
び
販
寶
士
る
が
爲
め
’に
購
人
す
る
こ
.と
で
あ
つV

、
而
しV

. *

彼
れ
等」

の
商
寶
は
復
も
其
の
企
業
に
投
人
せ
ら
.れ
る
が
爲
め 

»

衝
：_
お
|
£
き
她
拂
^'
.依
^
ず
^'
;
氧
ト
»
べ
':
>..戈 

： 

じ
く
、
新
睛
人
に
使
用
や
ら
れ
る
が
爲
め
，に一

定
期
間
内
に
完
全
に
囘
收
せ
ら
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
尙
ほ(

一)

何
等
の
勞
働
な
く
し
丨
 

て
其
の
赘
本
を
以
つ
て
取
得
し
#,
る
收
人
に
等
し
い
利
潤
を
伴
ひ
、(

I
T
)

賃
銀
並
び
に
彼
れ
等
の
努
働
ノ
彼
れ
等
の
危
險
及
び
彼
れ
等 

の
勤
勉
の
價
格
を
伴
つ
て
'
彼
れ
等
.に
復
歸
す
可
き
で
あ
る
と
稱
し
て
ゐ
る
。
、•
&尸

wIxvli;

ffuvres, 

V 

5
7
4
0
0
.而

未

だ
 

利
子
と
利
潤
士
の
間
に
は
何
等
の
碱
別
も
設
け
ら
れ
る
ヒ
と
が
な
か
つ
，'た
。
'

:

四

• 

、

.
英
國
に
於
い
，て
は
、
資
本
の
利
潤
創
迆
性，^,
夙
杧
ダ
ッ
K-
リ
ィ
•
ノ
ー
ス
.に
よ
つ
て
認
め
ら
れ
、
恰
も
賃
子
が
土
地
に
對
ず
る
賃
子
な 

等
が
加
く
、
利
子
は
資
本
に
對
す
る
賃
子.な
り
と
看
做
さ
れ
、
唯
だ
土
地
は
是
れ
に
比
し
て
大
な
る
危
險
に
對
し
て
貸
出
さ
れ
る
資
本 

よ
り
も
少
な
，き
利
潤
を
生
ず
可
き
笹
で
あ
る
と
：論
ぜ
ら
れ
介
0(

前
褐
拙
费
五
.四
五
頁
參
照)

。
次
.い
で
、
第
十
八
世
紀
の
中
葉
に
至
つ 

、.て
、
人
々
抓
其
の
借
人
れ
た
物
の
使
用
に
對
し
て
利
子
と
し
て
支
拂.ふ
所
の
，も
の
は
、
其
，の
！̂
し
：得
る
利
潤
の
一
部
であ
り
、
而
し 

て
，
道

般

の

.
利

子

は

常
に
愚
れ
等
の
利
潤
に
よ
つ
て
支
配
せ
ら
れ
'な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と1K

ふ
見
解
が
ジ*

シ
ッ
フ
•
マ
ッ
.
シ
ィ
に
よ
つ
て 

表
明
せ
ら
れ
た
U (

同
書
へ
ハ，

C

•ニ
頁
參
照)

。
纏
が
て
，
デ
ー
ヴ
ィ
ッ
ド
•
ヒ
ユ
ー
ん
は
利
率
步
合
を
決
窠す
，る
事
情
三
を
擧
げ
、
興
の一
 

を
以
つ
て
、
商
業
よ
り
度
ず
る
利
潤
の
# ,
寡
な
り
と
做
し
た
。
利
子
の
高
低
と
利
潤
の
大
小
と
は
互
に
相
關
聯
せ
る
も
の
で
あ
る
。
商 

寶
‘の
挪
潤
の
低
い
ヒ
と
ぱ
商
人
を
し
て11
ら
:̂
|
ん
じ
-て
低
利
を
承
認
せ
し.め
る
。
低
利
于
と
低
利
潤
と
は
典
に
廣
大
な
る
商
業
か
ら
. 

發
坐
す
る
も
の
で
あ
る
。「

高
き
利
子
を
受
け
得
可
き
場
合
に
、
低
き
利
潤
を
承
認
す
る
翥
な
く
、
又
、
高
き
利
觸
を
受
け
得
可
き
場
合
.

に
、
低
い
利
子
1
承
認
す
る
者
は
な
い
で
あ
ら
ぅ1-
0(

同
# ,
六
〇
七
"
六1

.
0

丄

！
T

H

» 

. 

，
 

. 

• 

■ 

. 
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- 

: 

ぐ-

.

-

.

.彼
れ
等
ょ
及
も
种
や
後
れ
て
ハ一

千
七
百
六
十
七
年
にT

經
濟
原
理
硏，1
*

.. 

( A
n
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.I
B
q
l
l
i
r
y

.s*
t
o

 

the: 

Principles of 
.Jpoiiticaj 

E
c
o
g
B
y
o

を
公
に
せ
る
サ
r

•ジH

丨

A
ズ
.
•スチ

，,

ヮ
，1
卜
，
は

綱

潤

ぬ

起

源

に

關

し

て

猶

ほ

重

商

主

義

的

見

解

を

有

し

、

是

れ

,$
:
•
:
以 

つ
て
、
貨
物
が
其
の
眞
價
値
以
上
に
讓
渡
せ
ら
る
、
場
合
に
坐
ず
る
も
め
で
あ
.る
.と
襯
た
；0
:
:

(

.
10*
.5:
.
,
.
く
0
1
,

I, 

pp. 

100
1
, 

1
00
2
,

〕

。
彼
て 

■•
对
：贺
策
に
論
^
支

進

め

，
て
ハ
.

「

：
优

事,̂
:
售

要

ど(7
)
;間

の

寒

ヲ

:
t
;«
r
t*
':
b
て
.
.製
效
€

#
及
.び
商
人
'に
.對
す
名
.利
潤
と
し
'
,て..少.額
を
附
*|
■せ
.る
も
の
>.
,:
>
.
.
.
担
當
^
る
比
例
^
飘
_つ
て
.■.看

出
さ
•れ
s.
こ
.
.

'■
■
と
を
■
め
た
o (

I
.
, 

.P. 2
1
7
0
0

彼
れ
は
龙
ぷ
利
潤
^

珥
損
失
し
を
-絕
對
邮」

；(positive)r

相
對
的
w
r
e
l
a
cr
.
v
e
;
}

及
.び「

合
成
的」

、
 

(

0
0

日
？
.

|

;^
の
其
れ
に
分
0.
た
？
‘

「

絕
對
的
利
潤」

は
如
何
敦
ふ
.ん
に
對
し
て
も
蕺
も
搶
央
た
る
こ
と
な
く
、
そ
ば 

■-、
能
の
%
加
か
ら
坐
ず
.る
も
の
で
あ
つ
.て
"
公

弗

：の
：
福

贼

を

脹

大

若

し

く

.は
增
大
す
各
の
效
果
を
有
尤
る
。

「

絕
對
的
揖
夫
.

」

ぬ
如
何
な
る
：

,
人
に
對
し
て
も
毫
も
利
满
た
る
こ
と
な
く
、
.そ
は
前
者
の
斷
絕
、
若
し
く
は
之
れ
ょ
り
生
じ
つ
X
あ
る
諸
結
果
の
其
れ
ょ
り
也
ナ
る
所 

の
も
の
で
あ
つ
て
、
公
共
の
福
祉
を
減
少
す
る
も
の
と
稱
せ
ら
る
、
を
得
可
き
.で
あ
名
0.「

相
對
的
利
潤」

ば
或
る
人
に
對
す
る
損
失
を 

;:
'意
■
し
、
.'

福

看

事

#

■

:m
:於
衧
芩
甯
；の
,
衡
、の

動

覺

：表
泰
丸
る
も
^

，で
•あ

る
.0「

相
對
的
損
•失」

は
、
之
れ
に
反
し
、.或
る
者
に
對
す
'る
利
潤
を
意
味
す
る
所
の
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
‘は
矢
張
均
衡
の
動
描
を 

.表
示
す
る
も
、
，
而
も.一
舣
的
貯
へ
か
ら
何
物
を
も
按
除
す
る
こ
と
が
，

^
い
，

Q

 

!あ
る
o
r合
成
的」

な
る
も
の
は
容
易
に
了
解
せ
ら
れ
る
、 

そ
は一

部
分
は「

相
對
的j

で
あ
り
、
又
、.
一
部
分
ば「

絕
對
的
-

」

散
る
.利
潤
及
'び
損
失
の
種
類
で
あ
る
。
棘
れ
は
、
兩
種Co
.も
の
が
.同
.

一 

取
引
に
於
い
て
不
可
分
的
に
存*,
亦
る
こ
と
あ
る
が
故
に-'
之
れ
を
合
成
的
.と
呼
’ぶ
の
で
あ
る
0 (ibid、.，

P, 

206. )
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* 

,

利
潤
思
想
史
槪
觀.

' 

.

.

. 

ー
0

(
1

0
V 

.

ス
チ
ュ

ヮ

ー
ト
は
前
述
せ
る
が
如
く
、
利
澗
を
貨
物
の
眞
價
値
ょ
り
區
別
し
、
前
者
を
以
つ
て
其
の
眞
債
値
以
上
に
出
で
た
も
の

'

A
J
. 

玫
し
、
そ
は
常
に
需
要
に
比
例
十
班
せ
も
の
で
あ
つ
て
、
從
つ
て
又
*
事
情
に
從
つ
乂
動
摘
す
可
き
，も
の
で
あ
る
と
稱

-し
た
の
で
あ
る
-

^ /
:
:の
.利
?1
:'
^ ;
就

ハ

.
?:
:
:と

想

_レ

：
め'.
:
'
'
夂;>
'
:
^
^

資
本
の
利
满
め
三
者
あ
る
こ
と
を
明
か
に
し
允
。
即
ち
、
彼
れ
は
.
利
潤
を
以
つ
1て
勞
働
の
特
殊
の
種
類
に
對
す
る
報«
、
監
督
及
.び 

.指
诹
の
勞
働
に
對
す
る
賃
銀
の
特
殊
型
式
に
過
ぎ
ざ
る
も
か
と
做
す
の
觀
念
を
排
斥
し
、
是
れ
等
'.の
も
の
は
金
く
別
箇
の
も
の
で
あ
つ 

て
：、
^
然
興
怍
る
諸
東
導
.€
^
<)
セ
規
制
せ
ら
^

へ̂

等
の
比
例
を
も
保
持
す
.る
も
の
で
は
'な
く
、
全
く
使
用
せ
ら
る
W

資

本

の

價

値

に

、
ょ

つ

て

規

制

せ

•ら

れ

，
而
し
て
.這
般
の
資
本
の
範
圍 

ど
七
例
し
て
大
h

vo
锃
茇
を
異
に
.す
る
も
の
と
觀
て
ゐ
る
。(

w
e
a
l
t
h

 of Nations, 

1776, vol.i, p. 

3

0

即
ち
、
ス
ミ
ス
.は
、
：
 

'利
勝
を
以
つ
，

V

貨
物
價
値
の
金
然
別
箇
.の
構
皮
敷
素
と
し
て
說
く
の
で
あ
る
。
唯
^

彼

れ

を

以

つ

：.

ズ
顧
れ
ば
--
.
'
.
是
机
.等
相
同
じ
か
ら
. 

ぎ
る
雛
類
ぬ
牧
人
が
同
1
人
.に
屬
す
る
際
に
は
、
::
:
-そ
は
;#
-<
と
;̂
廣
_
ゆ
用
：藷
电
^

が
あ
岑g

み
で
f>
::
.
‘

o
*
客

.
'艺

-
6
4
,
;
}
0

而
し
て
.、
彼
れ
は
利
潤
を
貨
銀
及
び
地
代
と
：の
：混
同
が
ら
.分

離

せ

し

：
む
.石

に

於

：い

て

連

だ

用

. 

_意
^]
到
か
る
も
ゎ
於
あ
る
が
、
而
も.被

れ

梂

絕

ぇ

ず

恰

も

利

潤

が

，
、
：
：
太

部

汾

若

、し

く

は

全

部

、
：
刺

子

セ

^
名
.か
，
叉
^
之
取
と
赘
本
投 

下
'の
.
.曝
.：さ
：
t
る
時
々
.■の
'危
險
に
對
す
.る
：支

拂

を

合

し

た

も

の

で

.あ
る
か
の
：如
き
：口
吻
を
漏
し
て
ゐ
るo:.
彼

れ

に

從

へ

双

、

利

潤

は

富

の 

續
減
に
依
*,
し
V 一t;
の
：
增

加̂3

共
に
下
降
す
る
。
而
し
て
、.彼
れ
は
、
其
の
率
を
幾
分
た
り
と
雖
メ
精
確
％
決
繁
す
^.
こ
.と
.
.
は

困

難

、で 

:

あ

る

が*.
前

が

へ«

分

：
の
.

總

食

は

利

：率

か

ら

形

成

せ

：ら

る

、

を

層

き

知

^

艾

 

.「

荀
も
貨
幣
の
：使
用
に
：ょ
つ
て 

.

多
ぐ
の
も
の
.が

擧

げ

ら

れ

得

る

所

に

於

,

て

雄

、

之

れ

袭

用

：臭

:1
.
て
多
く
办
も
の
が.與

<
ら
抓
、
又
、.靖
も
是
仉
に
ょ
づ
セ
嘯
か

の
も
の
が
壤
げ
ら
れ
得
る
所
に
於
い
て
は
"
之
れ
に
對
し
て
ょ
り
少
な
き
も
の

.が

與

へ

ら

る

、

の

'

|n

巾

な

る

可

き

こ

と

は

、
，

▼—
•
わ
p

g
.と 

'ー'
.
ル

ズ;«
清

撰

ら

漆

：
^
_得
;'
|
>聲

で

；あ

：
る
：し
。
：

,

ぐ
：
汸

彼

賴̂

の(

に
;#
含
^
こAJ

を
認
め
^

^Q：

で
は
あ
る
が
.、
凡
そ
如
何
な
る.國
.に
於
い
て
も
、■通
常
め
11
7
'場
利
率
が
變
|[
:
.す
る
時
は
.、
一.普
通
：ぬ
資
.

> 

本
利
潤
は
之
れ
と
共
に
變
化
せ
ざ■る
.̂
得
ず
し
て
、
，其
の
降
る
に
伴
れ
て
降
り
；、
又

其

の#-
る
に
伴
れ
て
昇
る
こ
士
を
確
信
じ
得̂
:.
'
:

O
je
)̂
?)
o
c
b
i
d
.

、
p
.
l
o
9
.
vo
:

:

•
-
.

 

.

.

.

.

斑
商
、王
邊
^.
-は
貨
幣
が
坐
_
的
な
る
こ
と
を
.信
じ
、
之
れ
を
以.つ
.て
资
本
と
同一.

®

せ
ん
と
す
る
.の
概
•が
あ
.つ
た
の
で
^

^
が
，、
而 

も
、
彼
れ
等
が
貨
幣
資
氺
の
取.得
に
銳
意
な
る
の
餘
り
、
彼
れ
，等
の‘利
_
は
.之
れ
が
供
給
者
の
其
れ.と
抵
觸
し
衝
突
す
る
ゼ
奎
つ
，
_た
.こ 

•^
•
_
规
述
使
る
ー
が
如
_で
_
あ
，遍

#
る
：_

_
題
^>
重
猶
_

:
集
尤
少
生
^

拂
は
る
、
こ
と
多
き.に
及
び
、
農
業
に
於
い
て
も
、
义
製
造
業
にI
い
て
*も
-■资
本
は
生
と
し
て
其
の
所
有
者
に
ょ
つ
て
業
務
に
投
入
-.
'
. 

せ
.ら
れ
、
坐
弗
的
同
的
を
以
つ
て
す
る
利
拂
借
入
は
、
：
阴
ょ
り
或
る
範
圍
ぎ
で
、行
は
れ

A
は
.居
つ
た
が
、
而
も
ノ
比
較
的
筑
要
な
ら
れ 

る

も

の

で

，
あ

る

こ

と

.

が
明
か
と
爲
”
た
。
殊
に
、
被
の'取
印
度
會
社
の
如
き
會
社
組
織
は
、
少
數
か
商
事
會
社
及
.
び

銀

行

に

於

い

て

：
之

_
へ 

れ
を
觅
る
の
み
で
あ
つ
て
、
農
業
的
企
業
に
於
い
て
は
，勿
論
、
エ
業
方

|5
1
に
於
い
て
も
米
だ
其
の
發
達
を
越
る
こ
と
が
な
か
0
た
？
資 

.木
は
貨
幣
な
る
代
表
物
以
外
に‘：
是
れ
に
Hi
つ
て
代
乾
也
k
れ
る
も
'の
.、
、
即
ち
財
貨
、
特
に
生
箝
財
を
抱
陳
す
る..も
の
と
觀
ぜ
ら
れ"，'' 

.而
し
て
、.企
攀
乾
は
道
@
資
本
財
の
所
有
者
と
同‘ー
視
せ
ら
れ
、
其
の
俏
川
す
み
勞
働
者
に
對
す
る
主
人
、
親
方
、
服
主
.

(patron,

日aster, §
「'
loyeo

ん
ろ
蚀
實
を
特
出
せ
し
め
た
。
斯
く
て
、
..利
子
と
利
潤
.と
の
對
立
は
其
の
意
義
を
失
つ
て
，.
賃
銀
と
利
潤
の
關
係 

,
が
前
視
せ
ら
れ
る
こ
と
、
爲
つ
た
。
是
に
於
い
ズ
乎
、
ア
ダ
ム
；

•
ス
ミ
ス
の
.如
き
^
?、利
子
女
以
つ
て
幾
分
利
潤
と
區
、別
せ.ら
る
可
き
所
.

.
得
形
態
と
認
め
な
が•ら
ノ
其
のg

系
屮
に
於
い
て
は
之れ

を
全
然
從
猶
的

驰

；

g

に
.置
笑

の

で
あ

る

。

g

し
；て
‘
彼
れ
^.
利
、潤
と
'賃
銀
'



と
が
反
斯
の
.方
间
に®

化
す
る
も
の
で
あ
つ
て
，、
賃
紙.の
低
下
す
る
•際
に
郝
濶
は
•上
臌
し
、
.貧
鉱
の
上
騰
す
名
際
に
利
潤
は
低
下
す
る 

と
說
ベ
と
共
に
、
ハ
昭
和
十
六
年
版
拙
普

r

經
濟
學
史1

上
卷
八
四
頁
參
腑)

、
前
述
の
如
'
 
利
子
の
利
潤
に
對
す
る
割
合
は
利
潤
率
と
共 

に
#
降
す
る
も
の
と
論
斷
し
た
の
で
あ‘る
。(

多

5
字

'o
Hhop, 

d
r 

p
<
p

:.
m

-
1
2p
}

o而
し
て
、
彼
れ
は
又
、
新

植
-^
'
地
が 

愈
々
人
ロ
猢
密
ど
，爲
る
と
共
に
、
益
々
豐
沃
の
程
度
劣
れ
る
士
壤
が
耕
作
せ
ち
れ
ざ
る
を
得
ざ
，る
，に
至
り
、
其
の
上
に
投
入
せ
ら
れ
る 

资
木
の
利
潤
は
低
下^|
る
と
做
す
の
論
を
提
唱
し
て
、‘其
の
精
鍊
を
リ
ヵ
ー
ド
オ
忆
淺
し
た
の
ヤ
あ
る
？

(

£

^p. 

U
4
0
O
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，六 

V

.

'

•
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•

ノ
ア
ダ
ム
A

、
，
、
ス

は

其

の

資

ホ

矶

^
现
論
に
於
い
^
猶
從
金
然
电
立
^.
地
位
に
.立
っ
て
居
っ
た
も
の
と
稱
せ
ら
れ
る
こ
と
が
出
來
る
。

る
に
、
資
本€

!i
_
並
び
に
階
級
^
分
裂
.は
*
が
て
中
立
を
1
て
不
可
能
な
ら
し
め-/
^
而
し
て
、
勞
資
對
立
の
理
論
は
リ
力
ー
ド
オ 

-
に
ょ
っ
て
明
碑
に
表
明
也
ら
れ
る
こ
と\
な
っ
.た
。(

前
揭
拙
著
三
八
〇
过
參
照

)

。
.

.

.

•
リ
ヵ
ー

ド

オ

は

、
、收

猛

か

ら

賃

釩

を

遨

し

引5

た

殘

像

が

利

潤

に

歸

す

る

も

の

と

觀

た

、

而

し

て

、

彼

れ

は

、

人

口

め

增

‘加

は

愈

々
 

t
劣

惡

啟

る

土

地

を

耕

作

に

導

き

、

而

し

て

、

ょ

り

良

好

な

る

.土

壤

を

'し

て

愈

々

集

約

的

に

歡

營

せ

ら

る

\

に

至

ら

し

む

る

も

の

と

思

惟
 

し

衣

o
.斯

く

し

て

地

代

は

上

騰

ず

る

0,
賃

銀

は

出

#

費

に

ょ

っ

て

支

配

せ

，ら

る

、

が

故

に

、

穀

物

の

價

格

騰

貴

と

此

ハ

に

其

の

貨

幣

額

に

. 

於

い

て

上

騰

す

る

も

、

實

質

賃

鈒

は

依

然

と

し

て

變

跡

す

る
M

と

が

な

い

。

然

る

に

、

勞

働

の

靡

.

は

收

益

遞

減

法

則

の

作

用

に

il
l

っ 

.
て

減

退

す

可

き

で

あ

る

。

從

っ

て

又

、

協

力

し

っ

V

あ

る

地

主

及

び

勞

働

者

に

對

し

て

支

拂

は

れ

る

地

代

及

び

賃

銀

の

高

を

控

除

せ

る
 

全

產

物

た

.る

利

潤

は

減

少

す

一
?

き

で

あ

る

。

斯

く

の

如

き

利

&

下

落

の

自

然

的

傾

问

は

、

吾

人

を

し

て

從

來

の

，所

要

勞

働

の

【

部

を

f
t 

.
棄

し

斯

く

て

又

勞

働

者

め

最

も

踅

要

為

る

必

要

品

W
價

格

’を

低

下

す

る

令

得

せ

し

む

る

農

業

技

術

上

に

於

け

る

發

見

に

ょ

り

、

又
、
，必 

耍

品

の

坐

產

と

關

聯

*̂
*
'る
機

械

に

.於

け

る

改

良

に

ょ

.っ

て

幸

に

し

て

®

々
•防

止

せ

ら

れ

る

。

(
p
r
i
n
c
i
p
l
e
s

 

o
f

 

p
o
l
i
t
i
c
a
l
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E
c
o
n
o
m
y
,

E
 

H

s

p

f

-
• 

然
し
な
が
ら
、
リ
方1
ド
オ
を
以
つ
て
觀
れ.ば
、
這
般
ゆ
改
良
及.び
發
見
は
、
狐
潤
低
下-

... 

.
 

».
■
♦ 

. 

-
V 

’
.
.
. 

. 

.

. 

.

.
+
• 

.

. 

.

.

. 

• 

.

.

.

.

. 

•
-
'
•
•
• 

-
y 

-
• 

V 

: 

- 

. 

•
. 

•

■Q'M
向
を
防
止
す
る
も
の
：で
：は
あ
る'が
、
而
も
除
去
す
る
も
の
，で.は
な
い
。
是
れ
ビ
も
拘
ら
ず
、
，利
潤
は.下

降

す

亚

き

で

あ

ざ

が

-'
而
パ 

.•
•

i
れ
等
*<
o
も

の

、
行

は
^:
な
^
場
合
の
如
く
、
さ
ま
で
急
速
に
下
降
し
氓
い
ま.で
の
こ
と
で
耖
る
。
樣
し.な
於
ら
、
彼

れ

は
.:
'
利
_
. 

の
減
退
が
無
限
に
持®
し
得
ざ
る
も
の
で-炎
る
と
考
へ
た
。
，
即
ち
、
利
潤■が
減
少
し
て
皆
.
と
爲
る
久
し
.い
以g

に
於
い
て
、
暮
積
の，
 

.動
機
枕
存
せ
ざ
る
こ.と
、
な
り
、
其
か
國
の
殆
ん
ど
總
べ
て
の
產
物
は
、
勞
働
者
に
對
し
そ
支
拂
つ
た
後
に
於
い

’て
：は
、
土.
地

.
の

所

有 

‘荠
並
.び
.に
十
分一

税
及
び
租
蛛
領
收
者
發
虛
と
な5;
叫
き
が
故
で
あ
る
。

(ibid., 

p. .1340。 

' 

:
;

’
：

，

.

-

,

七
- 

.

1

,
■

:

)

,:
-
<
ヵ̂

.,
!
:^
才
は
1

^

と

食

銀

：
卷

の

：
間

^

聆
 

注
意
を
蹲
ら
賃
銀
に
集
中
し
、
而
し
て
-
賃
銀
.

f

を
以
つ
て
利
满
率
を」

說
明
せ
ん
と
し
た
の
セ
あ
る
が
、
.彼
れ
0
論
敵
マ
ル
：.サ
.ス
は
利 

濶
の
騰
藩
を
資
木
以
需
要
及
び
供
給
に
歸
し
，
或
る
意
味
に
於
い
て
は
ノ
ス
ミ
1
<
3婶
の
.利
溉
理
^;
だ
復
歸
し
た
0
.

'

■:
•
.

.

'

■

-
.
.
.
.
.

，'
.
.，.
.
.
，つ
.
'
.
.
-
.
'
.
'
'
.

-;
.
' 
ィ..，：

,

.

.

.
/
. 

.
 

一
，.
.
： 

.

.

彼
れ
は
ノ
資
本
の
利
潤
を
以
つ
て
、
貨
物
を
生
產
す
る
に
必
要
な
る
前
拂
0;
價
値
と
，生
1
1せ
ら
れ
た
際
.に
於
け
る
.其
の
貨
物
か
價
値 

-

の
和
違
か
-^
成
る
も
の
で
あ
つ
て
、是
れ
等
の
前
拂
は
、'概
し
て
、前
以
つ
て
其
の
生
產
に
一
萣
量
の
.賃

利

潤

及

び

地
^
ハ
土
地
的
生 

靡
物
の
場
合
に
は
、直
接
に
支
拂
は
れ
る
地
代
を
嫩
く〕

を
費
1
た
蓄
積
物
ょ
り
權
成
せ
ら
れ
る
と
做
し
た
0 (principles of political 

w

-oo
n
o
m
y

'ncnsidered with 

か M
e
w

 to their practical/app 
はcation,.

泛 

pp. 2931294.)。

利

潤

率

は

の

®
直
■と
坐
產

せ
ら
れ
る
貨
物
の
價
修
の
相
®
が
W
拂
の
價
W
に
對
し
て
保
持
す
る
沘
例
‘で
あ
.つ
て
、
利
^
率
办
變
化
ば
明
，か
に
前
拂
の
«
値
と
屯
‘產 

物
丨
の
儕
値
の
比
例
を
變
逬
す
る
諸
原
因
に
依
茌
ブ
る
。
生
產
に
泌
耍
な
前
拂
の
中

^

_
勞
働
を
_
持
す
る
、の1

は
概
し
て
最
大
且
つ 

最
重
耍
な
る
も
の
‘で
'あ
.る
。
斯
く
て
.
*
,是4

等

の

手

.段

は

前

狒

の

價

値

に

最

大

な

る

影

#

を
有
す
可
き
-，
で
，あ
る
。
勞
働
の
經
費
に
影
*

.
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• 

f
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脒
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一

四

(

一
四〕

•
> 

.づ
る
叫
一
個
の
生
要
原
因
は

(

一)

食
料
を
取
得
す
る
の.難
易
と(

ニ)

各
個
.篆
働
者
に
與
へ
ら
る
、
數
量
と•で
あ
る
o
o
b
i
d
.
,

 

pp. 294— 

ば5
0
0

是k

等
の
原
因
の
各
々
は
其
れ
ゆ
み.で
、
利
潤
の
感
、受‘し
勝
ち
.な
總
べ
て
の
變
化
を
生
ぜ
し
め
る
に
十
分
で.あ
る
。
若
し
取
に 

第
一
<D
.原
因
め
み
が
^.
用
し
、
而
し
て
個
人
的
勞
働
者
の
賃
銀

〔

洱
版
に
は
穀
物
賃
銀)

.が
常
.に
同I

で
あ
，る
な
ら
ば
，
農
業
に
於
け
る 

技
倆
が
依
然
と
し
て
變
ず
る
こ
と.^
X
又
諸
外
國
よ
り
穀
物
を
取
得
す
る.何
等
の
事
段
も
存
，す
る
こ-

H

が
'な
い
ど
假
定
し
た
な
ら-ば
、 

利
潤
率
は
、
社
會
が
進
步
す
る
に
連
れ
，
.又
、
運
轉
せ
し
む
る
に1!
ル
に
多
く
の
.勞
働
を
要
す
る
劣
惡.な
る
機
械
’に
依
賴
す
る
と̂:
#
 

必
要
と
■な
I
に
連
れ
、.正
規
的
に
且
つ
毫
も
中
止
せ6
れ
る
こ
と
な
く
し
て
下
落
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
9

-Fp
.

to
vo
tn
; 

2
n
d
-:
.
e
d
.
.
. 

1836, 

p. 2
7
1
0
0

此
■の
場
合
に
於
い
て*
而
しV

•同一

坐
産
物
の
總
ぺ
て.
.の
部
分
.に
對
し
て
等
し
き
需
要
を
級
定
す
る
な
ら
ば
へ
農
業 

に
於
げ
る
資
衣k

潤
が
、
耕
作
せ
ら
れ
る‘最
後
の
土
地
の
沃
度
に
、
若
し
く
は
勞
働
の
一
宛
量
に
よ
ら
て.取
得
せ
ら
れ
る
坐
齑
釋
の
.高 

,
に
比
例
す
可
き
こ
と
が
明
か
で
あ
る
。

(
I
S
w
.
e
F
r
p
.

't
o
s
.
.

)

'-
0
而
も
-
耕
作
及
び
人
口
が
規
則
正
しC
進
^
し
つ
、
‘あ
る
間
.に
.、
.勞
働 

.の
實
質
賃
銀
の
不
變
，的
#

一

 

を
想
像
す
•る
は
、
；
軍
に
瑰
實&
事
態
に
相
反
す
る
ば.か
り
-1
?,
な
く
ノ
又
矛
屉
を
包
含
す
る
も
の
で
あ.る
0 

obid., 

p. 2.97.、

然
し
な
於
レ
菩
人
は資
本
及
び
人
、ロ
‘の
畫一

不
斷
の
增
進
を
想
定
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
然
ら
ば
又
、
愈
：々
_
裥
.な
：
 

‘
•る
土
塊
が
耕
作
せ
ら
れ
る
や
、
b

働
及
び
利
澗
の
間
に
分
割
せ
ら
れ
る
生
鹿
物
は
明
か
に
愈
.々
益
々
減
少
ず
可
き
で
あ
る
。
努
働
者
に
し 

て
若

し

•
.
勞

働
力
の
減
少
に
比
例
し
て典
，の
肉
體
的
欲
望
を
減
少
す
る
ぶ
と
が出
來
た
な
ら
ば
、
全
齑
物
め
同
ー
の
酑
分
は
資
本
家
に 

殘

さ
.る
，い
を
得
可
く
、
而
し
て
、
利
澗
率
は
。依.然
と
し
て
同
.

r
な
•る
を
•得
可
.き
で
あ
る
が
、，
而
も
、
勞
働
衮
の’
肉

體

的

欲

望

は

之

'
れ

を 

:

減
少
す
..る
こ
と
を
得
ざ
る
が
故
に
、
愁
働
は
齑
物
の'よ
り
大
な
名
部
<刀
5:
*
吸
收
す
01
-
く
、
而
し
て
利
澗
率
は
規
則
正
し
く
下
降
を
續
け
、 

:
終
に
呔
资
本
の
蓄

積

は

止

む

こ

と

、

な

.

る
で
.あ
ら
ぅ
。(

？
p:
.
* s., 298-

2
9
9
.
^

利
潤
及
び
實
質
賃
鈒
の
兩
衮
の
.率
は
當
一
初
に
切
最
高 

,
で
^
©
、̂
而
レ
て
共
に
規
則
犯
し
く
且
っ
徐
’々に
，减
少
す
可
く
，：
終
に.は
凫
れ
'等
兩
茕
は
，同
一
時
期
に
於
い
て
停
頓
し
、
而
し
て
_
摩

物
の
增
加
に

^
-す
る
需
要
は
有
效
な
ら

f
る
に
至
る
の
か

^-
る
。
勢
造
數
及
び
商
業に

. ；4
、

け
る
利

»
_も
^ :
.
穀
、歡
及
び
勞

_
の

値

値

•於 

他
め
諸
貨
物
に
比
し
て
高
く
、
而
し
て
興
の
結
操
、
是
れ
等
の

^
貨
物
を
生
鹿
す
る「

の
經
费
，が
、
坐
產
せ
ら
れ
だ
際
に
於
け
る
其
の
.價 

値
に
比
し
て
僧
加
す
る
が
故
に
、
下
降
す
可
ぎ

.で
あ

‘る
。(ibid., 

pp. 

2
9
9- 3

0
0
0
0

而
し
て
、

.マ
ル
サ
ス
は
リ
カ
！
ド
オ
の
利

'!
% 

を
以
つ

.て
、
常
に
賃
銀
及
び
利
潤
が

"
如
何

.な
る
貨
幣
賃
銀
の
變
動
の
下
に
於
い
て

.も
、

:!
!
:ハ
に
同

,價
値
を
形
先
す
：る
と
做
す
の
亂
解 

忙

依

-,
^
す
る
も
の
と
做
し
、
斯
く
の
如
き
見
解
は
根
據
の
、無
い
も
の
で
あ
つ
て
.、
飲
働
の
貨
幣
賃
鈒
は
利
潤
率
を
規
制
す
る
こ
と
を 

ず
と
論
じ
た
の
で
あ
る
。

c
l
.
, 

chap. V, sect. 
.

 

i
v
o
o
マ
ル
サ
ス
を
以
つ
て
觀
れ
ば
，
-競
-

&

の
原
现
若
し
く
は
！
§要
及

.び
供
給
の」

順
理
は
諸
價
格
の
下
落
す
可
き
程
度
を
決
定
す
る
。
而
し
て
、
勞
働
の
.畫
ー
な
る
價
格
と
比
較
せ
ら
れ
た
楚
れ
等
の
諸
儕
格
は
座
左
む
.
 

て
利
潤
率
を
規
制
す
可
き
で
あ
る
。(

i
K
d
.
, 

P. 

3
200
. 

)

o

.
■

而
し
て
、/
マ
ル
サ
ス
に
取
0
て
は
、
資
本
家
を
レ
て
之
れ
な
く
ん
ば
坐
齑
を
廢
す
る
に
至
ら
し
む
可
き
利
潤
、
而
し
て
*
彼
れ
が
勞
.
 

.

.働
者
及
び
他
の
資
本
家
の
結
合
せ
る
餘
•

ょ
つ
て
提
供
せ
ら
仳

る市
場
か
ら
取
得
す
る
こ
と
を
得
な
い
刹
潤
を
取
淨
す
る
を
得
ぜ
し
.
 

リ
め
る
も
の
は
.不
生
產
的
消
費
で
あ
i

「

大
な
る
生
產
カ
を
有
す
る
國
は
不
生
產
的
消
費
者
の
ー
體
を
有
ず
可
ぎ
を
と
紙
絕
對
に
必
要 

/

で
あ
る」

。vcibs.,; p. :4忠

00

生
庫
に
做
#
^

る
者
_か
間
に
、；'生
產
響
の
^
^

ぞ
痕
持
す
る
^'
:
足
を
の
粮
賢
取
行
は
れ
芩
な
ら
ば
、
不 

生
®
的
消
費
者
に
：對
す
る
何
等
の
必
要
も
存
す
る
こ

一

と
を
得
な
い
と
言
は
れ
る
か
も
知
ら
ぬ
。
然
し
な
が
ら
,'
'
>マ
ル
ザ
.ス
を
以
つ
て
觀 

れ
ば
、
斯
く
の
如
き
消
費
は
資
本
家
の
大
部
分
の
現
賀
の
習
慣
と
相
容
れ
な
vt
も
の
で
あ
る
:0

彼
れ
の
生
涯
：の
大
目
的
.は
財
酸
を
貯
へ
.

.

る
に
在
る
。(ibid., 
PV

4
6
5
)
0
.

彼
れ
は
賓
に
資
本
形
成
の
增
加
が
、
漸
次
之
れ
^
伴
つ
て
直
接
消
費
ぶ
增
加
ず
る
.に
._
ざ
れ
.は
、
.遂

.

に
は
坐
菝
的
企
業
の
收
利
力
を
減
殺
す
る
に
至
る
可
き
；

J

と
を
認
か
た
の
で
あ
る
o

:

■

: 
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-
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利
測
思
想
史
槪
取. 

•
 

- 

. 

• 

‘ 

-

一、
五

_ C

て
ご



’利
澗
池
想
史
槪
觀■

’ 

.

. 

'

/ 

. 

•
、
_

,

/

‘

•

， 

ニ
，

广
1
プ〕

.

斯
く
の
如
き
間
に
於
い
て
、
佛
蘭
瓯
に
於
い
て
は
、
ジ
ャ
ン
•
パ
チ
ィ
ス
ト
*
セ
.1
に
ょ
つ
て「

土
地
利
潤」

(
P
3
s
t

 d
u

 

fonds 

de 

terre'〗
の
.外
に「

勤
％
利
饊
1
甘
|
 de r

i
n
d
a
s
s
e
)

と
1資
本
利
潤Jcpr

:oat d
u

 capital)

と
が
區
別
せ
ら
れ
る
に
至
つ
た
;0(

T
r
a
=

成 

d
^
c
o
n
o
l
p
c
l
i
t

吾

e
'
f 

e 

ed:, 

m
r*p, 351.352.〕

o「

勤
勞
利
澗j

中
に
は「

學
者
利
潤」

(
p
r
l

 d
u

 s
a
v
l
)、

「

勤
努
企
業 

ぷ
到
間
.へ pr

&
t

 

飞 e r
e
a
s
p
r
e
n
e
u
r

^
3*
4
1
1
母
^〕

及
び「

勞
働
者
利
潤」(

？̂

&
1
:

d
e

 rollvrier).

を
包
含
す
る 9 .(ibid., 

Liyre 

II， 

chap': v
L

 §§ 

£)
。

セ
イ
は
企
業
家
が
自
己
の
，前
拂
疋
役
立
つ
資
本
乂
は
少
く
と
も
其
，の
一
部
分
を
自
己
の
則
.^
と
し
て
所
有
す
る
，
 

を
赞
通
と
す
る
‘こ
と
を
承
認
す
る
。
是
に
於
い
、
乎
‘
英
國
經
濟
擧
者
等
ぱ
殆
ん
ど
常
に
、
企
業
家
が
其
の
：働
勞V

即
ち
其
の
能
力
か 

ら
取
得
す
る
.收
人
と
、
其
の
用
，具
卽
ち
資
本
に
俟
つ
其
れ
と
を
•混

同

し

つ

、

あ
る
‘
の

で

^
る
。
而
も
、
斯
く
の
.如
き
分
析
‘は
、
セ
イ
に 

.
,從
..へ
ば
，
.彼
れ
等
(/
>
著
#
を

し

，
て
暖
昧
な
.ら
し
め
る̂
與
つ
' て
.力
..が
於
っ
.た
の
'で
あ
る0.

Q
b
i'a
.
, 

p. 

352. )

o

資

本

を

使

.用

す

る
こ
と
:.

.
な
く
し
て
企
業
を
遂
行
す
る
は
不
可
能
で
あ
る
。(

g
d
.
,
. 

.p. 

’
3
6
00
0
0 
.然
し
な
が
ら
、
彼
れ
が
旣
に
富
裕
で
，な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
&
と
を

.

必
要
と
し
な
い
。
藍
し
-
彼
れ
菡
人
資
本
を
.以
つ
て
業
務
を
行
ふ
こ
士
が
出
來
る
か
ら
で
あ
る
。
1
し
な
が
ら
、'
«れ
.は
少
く
^
も 

,_.”
变
彿
能
ヵ
を
有
し
、
.且
つ
顥
才
、
•愼
重
、
儿
蟛
面
及
び
誠
實
を
以
つ
て
聞
ぇ
•
而
し
て
，
其
の
聯
絡
關
係
の
性
質
に
ょ
つ
て
、
導
々
彼
. 

自
k
所
有
す
る
こ
と
の
な
い
資
本
の
借
人
を
取
得
す
る
こ
と
定
得
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
Q
cf
*
p:
‘ p

.

OJ
S
C.
O
. 
'

,

炎
イ
は
、
免
れ
等
の
要
件
が
夥
し
く
多
數
の
競^,
者
.を
排
除
す
る
も
の
と
觀
る
。
然
し
な
が
ら
這
箇
企
業
家
勞
働
の
供
給
量
を
制

..
' 

'限
し
>
斯
ぐ
て
又
、
此
の»;
:
衝
等
勞
働
ひ
懷
觀
を
裔_
ゆ
維
持
す
る
主
要
原
因
ば
唯
り
之
れ
の
み
で
は
な
い
。
第
ニ
に
、
此
め
種
：の

(

勞 

。
働
は
.一^:
ぐ
看
出
^

名
£:
%

の
^

<
教
い
'精
神
咖
斷
«

-«
の
.結
合
^
要
求
：す
る
。
判
斷
、.忍
耐
及
び
人
と
物
と
の
知
識_
是
:̂
で
あ 

■.J.

る
々
威g

は
■
辣
坐
產
_
の
：翦
耍
_

_

署
の
_
!:
、

象
 

X

A時
H

I夥
'し
く
多
數
の
人
.々
■•を
使
用
し
な
行
れ
拭
な
ら
ず
、
畤
に
は
原
料
品
を
購
入
诺
し
く
は
键
文
し
ぃ
勞
働
者
そ
集
め
、
调
費

■

看
-'
m
:-
H

I

i.'
u

■
論

'#
、.；秩
廣
及
夺
經
濟
に
：對
しh

嚴

密

な

.:
:
^
.准
意
を
興
.へ
な
：
け

れ

ば

な

_

。
'
一

 
實

に
^
て

奮

忒

、
.
彼

れ 

は
管
理
の
：才
能
を
廣'1
>
尨
け
_

_

#

^

2
。
：、；彼
れ
鹿
坐
產
の
諸
褂
如
ど.生
^

翁
此
翁
す
冬
饊
滋_
る
讀
笕
の
#
を
布
し
^
け
れ
ば
な
き
ぬ
>

:«
々

め

如

爸

複

雜

な

_

霖

り

い
者
は
彼
れ
等
の
企
業.に
於
い
て
成
功
し
な
い
、も
の
が
多.

5
。

彼
ル
等
の
企
業
は
幾
許
も
な
く
失
敗
に
歸
し
、
巧
妙
に
管
理
せ
ら
れ
る 

も
の
の
み
が
唯
.り
殘
#
す
.る

こ

と

、

な

る

。

.

斯
く
し
て
、
企
業
家
勞
働
を
提
供
す
る
者
の
數
は
、
能
力
な
る
條
件
に
ょ
つ
て
制
限
せ
ら 

れ
る
o (ibid., 

p. 

3
7
0
0
。

タ
ィ
は
次
、い
で
、
各.減
の
企
業
.が
同
一
程
度
の
能
.•力
及
び
知
識
を
要
求
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
指
摘
す 

'る
。
广|

な

.

3-2
丨3
7
0
0斯
く
の
如
く
し
で
ノ
企
業
家
所
得
の

I

部
を
鞲
成
す
る
企
業
家
自
身
の
勞
働
に
對
す
る
報
酬
、
卽
ち
企 

業

賽

銀

は

、
将
に
セ
ィ
に
ょ
つ
て
ヵ
說
せ
ら
れ
た
の
で
.ぁ
る
。
rr
く
：•の
如
き
仗
典
型
的
な
る
佛
國
產
業
と
英
國
の
せ
パ
れ
と
の
相
，
 

き：
蹲
抓
：
等

§

,^
:'
^

^
於
ぢ
尤
廳
營
':
:
*の
人
翁
が
廣
米
_
耍
素
に
此
減
で
大
旗
备
重'悪
性
$:
#

^

て
ゐ
る
 

o 

^
 

&

S
.
19.〕

o 

•

.
セ
ィ
は
^

"

業̂
#*
が
'
.哪
勞
羽
游
の
外
に
、
資
本
利
潤
を
も
取
得
す
る
，旨
^
.述
べ
る
。
彼
れ
は
、
競
银
の
作
用
に
ょ
つ
て
各
遭
の 

用
途
に
於
け
る
資
本
利
潤
炎
均
等
化
す
る
れ
傾
向
を
寧
る
名
の
と
し
て
-
资
本
移
轉
の
闽
難
及
び.之
れ
：を
使
用
す.る
者
の
：能
力
の
差 

逸
を
f
げ
た
。(lbldj‘ p. 3

9

00-400.)。

彼
れ
は
資
本
利
潤
が
資
本
の
蹩
窟.に
ょ
つ
て
货
無
と
な
る
こ
ん
の
な
い
も
の
と
觀̂0證
し
、 

資
本
利
澗
が
愈
々
減.少
す
る
，に
逋
れ
て.人
を
し
て
節
約
に
赴
か
し
め.る
働
機
も
亦
愈
々
減
少
す
る
が
故
で
ぁ
る0
 (

g
d
: p..4*0000 

セ
.ィ
は
1實
に
、
企
業
家
が
資
本
を
命
業
に
投.人
.す
る
時
，は
、
上
弧
せ
る
企
業
家«,
敗
以
上
の
；所
得
を
得
る\の
«
實
を
認
む
る
ど
共
に
、 

そ
は
ぁ
ら
ゅ
る
業;»
に
附
隨
せ
る
當
然_の
結
眾
で
は
.な
<
、
.唯
り
巧
妙
に
指
禪
せ
ら
れ
，た
業
務h
於
い
て
の
み
現
.ル
る
所
，の
も
の
な
る
、

•

ン

萍
.狀
思
范
史
..慨
觀
.

. 
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一
U 

.
-
-

(
1

づ〕

' •



.

-
 

•
，
•
利

潤

凇

想

史

槪

觏

 

\

l
'/
v

c

r

、

こ
と
，̂
强
調
し
た
の
で
あ
石
。
而*b
て
、
彼
れ
は
其
の
歡s

第
四
版
以
前
に
於
い
て
は
、
危
險
に
對
す
る.報
酬
を
以
.つ
て
資
本
家
た
る 

の
^

#
に
'對
し
て
生
ず
る
所
得
と
觀

v

居
つ
た
の
て
あ
る
がf
>*f
n
l敗
に
至
つ
て
之
れ
を
企
業
者
に
移
し
たの
で
あ
る
。

s 

,
蜀
逸
に
^
ハ
て
は
，
夙
に
大
ッ
フ
ヱ
ラ
ン
ド
が
命
業
家
の
利
得
を
以
つ
て
、
半
ば
は
危
險
に
對
す
る
袖
恨
、
半
ば
は
企
業
家
の
才
幹 

及
び
手
腕
に
對
す
る
レ
シ
ト
’，か
ら
成
る
も
の
と
做
し
：
次
い
で
ノ
ラ
ゥ
.が
、
楚
机
を
以
つ
て
、
資
本
及
び
勞
働
間
の
内
部
關
係
か
ら
生 

中
る
特
殊
の
所
得
で
.あ
つ
て
其
の
中
に
於
い
て
是
れ
等
兩
歲
源
の
.分
前
は
分
割
し
得
ざ
_る
.も
の
と
做
し
て
居
つ
た
の
で
あ
4
が
、
M
ら

丨

£

比
ヮ
阽
が
へ
ル
マ
.ン
に
よ
つ
て
發
達
せ
し
め
ら
れ
る
に
至
つ
た
こ
と
は
、
吾
人
が
先
苹
■
か
叙
述
せ
る
所
で
.あ
る
か
ら
* 
.
玆

に

は

反
 

.復
を
避±

て
之
れ
を
镇
略
す
^
。(『

三
田
學
會
雜
誌』

第
3
十
ー
一
卷
第
十
一
號
所
載
拙
稿『

一
千
八
百
三
十
ー
一
年
版
ヴ
ィ
，ル
へ
ル
ム
•
フ
ォ 

X

•
ヘ
ル
マ
ン
著
國
家
經
濟
硏
究』
八
ニ—

1
1ー

頁

參

照

〕

。

而

し

て*
ラ
オ
シ
■•
チ
ュ
ー
ネ
ン
は
早
く
興
の『

孤
立
國』

(
D
e
r

 

isolierte 

Staat in 

E
 

100
2
6
-
6
3
.

)

に
於
い
て
、命
業
家
利
濶
を
以
つ
で
、
投
平
资，

'■
■.
.
;^;
'
:の
—

、〉

；觀

が

_

\
«:
輕
其
0
傷
ぬ
對
^:
务
_

_
«;
及
：次
_
擊

现

、'雀
體
^

のS

の
給
^
の
三
翁
が
悉
く
控
除
せ
.ら
れ
た
後
に
於
け
る
殘
餘
と
し
：て
定
義
丨
、
而
し
て
典
の
恶
礎
を
營

#
の
9
受
け
と
結
合
せ 

る
あ
り
と
あ
ら
ゅ
る
你
險
に
對
す
る
保
險
會
盹
が
存
す
る
こ
と
の
な
い
事
實
に
求
め
、(Ibid-,seudnlck, 2

:

 A
U
B
'
1
9
2
i
,

 

s

f
 

4
7
9
0
、

又
、
八
ン
ス
•
フ
ォ
ン
•
マ
ン
ゴ
ル
ト(

w

i Karl E
m
i
l

一

v
o
n

 

M
a
n
g
o
f
d
t
)

は
其
‘の『

企
業
家
利
潤
理
論』

(Die.Lehre

 

v
'-
o
m
 

u
h
t
e
m
e
l
l

日ergewinlv./l

0 05
5
，)

に
於
い
て
精
織
な
る
利
溯
の
.分
拆
を
行
ひ
截
然
利
^
と
利
^
と
を
區
ロ
ガ
し
企
業
^
所
得
中
に(

_〕 

保
險
に
よ
つ
て
.移
す
こ
と
を
得
な
い
性
質
の
危
險
に
對
す
る
保
險
料
* 

Q1)

資
本
及
び
生
產
的
努
力
で
あ
つ
て
其
の
脱
有
者
以
外
.の
如 

句
な
各
者
に
よ
る
利
用
を
も
許
す
こ
と
の
な
い
.其
の
特
殊
形
態
に
對
す
る
支
拂
の

'
み

を
包
含
す
る
'^
葉
家
の
利
子
及
び
賃
銀(

''三0

企
業 

家
レ
ン
ト
の
三
成
分
の
^
す
る
こ
と
を
說
き
、
更
ら
に
此
の
最
後
の
も
の
を
、(
ィ〕

資
本
レ
ン
トC

O

賃
銀
レ
ン
ト(

ハ：

0

大
企
業
レ
ン

I

ト

友
.び
Q

)

ょ

り

狹_
に
'於

げ

る

企

ぐ

馨

：
レ
ン

_

に
小
吩
丄
た
0
是
れ
等
§
も
の
ぱ
繳
ぺ
；て
特
殊
の
能
办
若 

ベ
も
の
^
あ
っ
て「

稀
少
.打
步J

(
s
e
l
t
e
n
h
e
i
t
s
p
B
m
^

 

;

.

.

.

|

斯
;^
の

如

き

油

實

私

怫

蘭

西

及

：び

^

|

於̂
け
る
企
業
家
が
英
國0_
'
其
れ
に
比
し
自
己
の*.
本
に
依
賴
す
る
.こ

と

：比

歡

的

小

孜

る

の 

,.
:
事
情
旬
反
映
す
る
も
の
と
解
釋̂
ら
れ
：て
ゐ
る
0 

' 

.

-•
 

. 

: 

-
. 

V 

, 

、• 

.■

.

■

.

.

/ 

.
然
る
に
、
：企
業
家.炉
甯
裕
な
.る
.資

本

家

灰

る

を

普

通

：
と

す

る

.英
國
に
於
い
.：
て

は

、
ぃ

佛

獨

の

經

濟

學

者

等

が

刹

潤

と

利

子

と

.の

.間
に
SI 

;
:

論
上
區
別
を
設
く
る
に
至
っ
て
後
も
、
、是
れ
等
兩
者
技
依
德
セ
1>
.容
括
せ
ら
れ
て
居
0;
.た

と

一

般

把

說

か

：れ

て

4

1
ド
ォ
、
.ジ

r

ム
.ズ

•
ミ
ル
及
び

f

原
論』

に
尨
け
る
マ
ル
サ
ス

—

が
科
侧
.の
觀
念
灰
分
析
ぜ
ん
と
す
る
こ4
於
：な
か
令
^
と
と
；ば

事

賞.
 

.
:セ
，あ
る
が
；

'
翁
孓
ハ.ザ

^̂

の
總
利
潤
を
、
之.れ
を
使
用
す
.る
の
危
險
及
び
烦
勞
か
ら
分
離
せ
ら
れ
た
貨
幣
に
於
け
.を
«
を
資
本
の
.純
利
潤
即
：ち'貨
幣
利
子
と
.之
れ 

を
^
除
せ
る
後
^'
殘
存
す
る
■勤
勉
、
熟
練
及
び̂
-
業
の
利
潤
と
.に
，分
っ
た
^

0
.
&2.
&

?
3*'poliacar E

c
o
n
o
m
y
v

 

18
27,

 p. 

2
4
0
0 

次
^

で
、

マ
カ
ラ
ッ
ク
は
其
の
！

r

經
濟
原
論』

の
W
版(

•一
 

千
八
百
三
十
年)

に
.於
い
て
、
.撒
，利

潤

を

-

說

潤

譬

利

あ

^.
_

家
が 

其
の
、资
，本
の
肷
人
を
赞
理
す
る
の
手
腕
及
び
煩
勞
に
對
す
る
其
の
赁
銀
若
し
く
は
報
酬
並
が
、に
保
儉
：に
ょ
づ
：て
防
備
す
る
こ

^'

く
は
不
可
避
な
•る
底
の
.危
險
に
對
す
る
補
傲
と
に
分
つ
た
。H

? pri

cl-ciples 

of 

Political«conomy,.;ed., 

100
3
0
, 

? 

5
0

o\
.
-o 

‘而
し
て
、
ジ

ン
•
ス
チ
：ュ
ア
ー
ト
•
ミ

ル

は

其

『

經

濟

學

未

決

定

問

題

』

，：の

第

四

論

文

に

於

い

て

•

「

利
潤
及
び
抓
子」

に
就
ぎ
で
論
ず
る.に
. 

當

つ

て
.'
'
.利
潤
を
利
子
と
管
理
の
賃
銀

(wage, of supelintendance.\ 

に
分
'ち

-Essays 

on 

S
o
m
d

 

Unsettled 

Questions of 

p
o
g
q
a
l

 E
c
o
n
o
m
y
,

 

100
4
6
, 

pp. 

1
0
7
-
1
0
9
0
、

X'
其
の『

經
濟
學
鼠
理』

第
ニ
_
第
±:
*.
窣
に
於
い
’て
.正
式
に
.利
潤
そ
論
ず
.る
に
當
づ 

科
潤
思
勑
史
槪
觀
■
. 

' 

' 

，： 

(

-
一
丸V



I

思
想
把
槪
觀
■ 

, 

二 

o 

( 

ニ
〇〕

,
■て
、
そ
が
三
個
の
部
分
、
即
ち
、
利
子
、
保
險
料
及
び
管
理
の
賃
銀
に
分
解
せ
し
め
ら
れ
得
可
、き
こ
と
を
明
確
に
認
め
た
。

0
?泛
0.
异
3 

of 

political.、E
c
o
n
o
m
y
,

 

v
o
l
.

I
w 

1
00
4
00
, p. 

4
7
9
,

〕

0
:ミ
ル
は
-;
:
>
*本
若
し
く
«-
其
.の
ー
定
部
分
が
*.
'
»借

り

入

れ

ら

る

、

こ

^
あ
る
可
” 

く
、
業
務
’の
危
驗
若
し
く
は
煩
勞
を
引
き
受
け
る
ヒ
と
の
な
い
或
.る
菩
に
屬
す
る
こ
と
あ
る
を
認
め
た
。
時
に
は
又
、
資
本
"
若
し
く
. 

は
其
の
一
部
は
、
企
業
の
危
險
は
分
擔
す
る
も
？
其
の
煩
勞
に
は
與
る
こ
と
の
な
い
所
謂
匿
名
社
員

(sleeping 

p
a
r
t
g
r
)

な
る
も
の
•に 

ょ
'つ
て
供
給
せ
ら
れ
各
。
時
に.は
、V

個
人
t
ょ
^
て
資
本
が
供
給
せ
ら
れ
、'又
、
危
險
が
資
擒.せ
ら
れ
、
而
し
て
事
業
は
堪
ら
彼
れ
，

： 

.の
务
に
於
い
へ
て.行
は
れ
.な
が
ら
、
經
營
ゎ.镇
勞
：ゆ
.一:
.定
額
0
俸

給

を

以

つ

そ

這
_

の

目

的

の

：爲

め

に

«
傭

：せ

ら

％

く

他

の

者

に

讓

渡

せ

. 

‘ら
れ
'る
。
■叉
、
最
後
.に
は：1

.

.

同
一
/人
が
自
ら
資
本%■
所
有
し
'て
企
業
を
管
理
ず
る
こi
も
あ
る
^
然̂
し
.な
が
ら
”
是
れ
等
.の
排
列
.■の
孰
：

,れ
X

在0

て
も
，
必
然
豪
本
供
給
に
伴
ふ

.

制
欲
.ノ
貪

之
れ
を
§

潤
か
ら
取
得
じ
な
け
れ«
な
：ら
ぬ
。

479v)0

パ
是
に
於
い
て.乎
ノ
永
.久
.に
#
在
す
.るU

と
.の

出

來

：る

最

低

利
潤
率
は
、：1

包
の
場
听
及
び
時
に
於
い
て
、
織

か

咬.資
本
の
使
用
.中
：に
.
^

J

含

せ

ら

れ

論

欲

、.危
險
及
^
努
力
に
對
し
て
等
價
物' 

を

興

ふ

る

に

：十

分

.な
る
所
の
i

の
；で
あ
る
？(

i
b
i
B
,

声

ミ
ル
は
利
潤
が
概
じ
セ
昀
等
出
せ
％
と
す
る
の
傾
向
を
有
す
る
こ
と
.を
說
く
も
.、
：而
-4
、
，'其
の
絕
對
的
均
等
を
假
定
せ
^
と
す
岑
こ
へ 

.一
ど
な
く
、
諸
般
の
事
業
の
危
險
又
は
適
意
の
相
違
及
び
自
然
的
又
比
人
爲
的

«
占
等
を
：之
れ
が
木
均
等
の
原
因
と
し
セ
擧
げ
た
や
で
あ 

る
'(1

管

f
p
. 

484.〕

'°
;
:彼

れ

：
に
：從

へ

ば

‘

利
潤
は
賃
銀
と
等
し
く

11

物
の
價
値
を
決
定
す
る
坐
：產
費
中
に
入
る
も
の
で
あ
る
。
M-
t
、

..
價
値
4
純
乎
た
る
■相
對
的
の
勢
の
な
る
が
故
に
、，：絕
對
的
利
濶
に
依
存
^

る

と

、
矣

此

は

ず

'

し

て

、:*
に

相

對

的

利

潤

に

依

賴

す

る

の

み

 

e
,あ
る
。

ー
般
的
高
價
値
七
貢
ふ
が
如
き.は
、
不
合
理
で
.あ
り
、
：
矛
盾
で.あ
る
が
故
：に
、I

般
的
高
利
潤
は
高
徵
値
の
原
因
次
る
こ
と 

%
得
な
い
。
利
潤
が.一:.

切

諸

嫩

め

生

：诡

霞
^
久
.る
龈
り
杧
於
^
て
.は
、
'そ
炊
取
れ
.の
.冬

ぬ
 

>價

格
に
'.
%
影
響
す
る
亡
と
を
得
な̂

X
'利
狐
が
價
値
に
對
し
て■^
等
^'
の
：影
響
だ
有
す
る
こ
と0:
出
來
る
.の
は
、
：.唯
办
或
る
着
：の
生
產
費
把
に
：人'る
.の
程
歡 

名
：
よ
，
り

も

大

な

る

に

依

る

:

のP

あ
る
。【

走

の
.
業

務̂
於

い

；
て

は

、

他

.

.
の
，
も

'
の
.
に

故

，
け

る

よ

り

も

、

永

續

的

E

尚
率
の
利
潤
を
％
耍
な 

ら

し

；
奴
：
る

諸

原

因

が

：
存

す

る

の

：
で

あ

；
る
：
o

大
な
る.

危
險
、.
.煩
勞
及
び
不
快
わ
對
ず
る_
職
狀
裙
^.
な
け
^
忒
な
ら
卷
そ
ば
歡
に
其
の. 

^
產
に
昤
要
な
る
勞
働
の
定ff
i

m

栽

げ

る

所

の

も

の

：
：
敗

^

の
.
價

値

に

：
於

'
い

て

誠

貧

物

^:
寶

却

.龙

る

：
に

取

つ

：
て

^

:

る

も

，
の
：
で

：あ

.

る
。必
然
に
し
て
且
づ
永
續
的
荩
る
あ
ら
ゆ
る
利
潤
の
^
赉
等
ば
貨
物
：

g

相
對
的
歡
霞
幻
於
：い
て
表
承
把
ら
.れ
る
。.

Q

^

^
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二.

-

、
.
，
、

「

'
 

f 

.

/:
:

.

然

し

な

が

ら

：
、

.'

.
'
、
、
、
ル
.
は

、
’
.
兩

|

^

の

關

に

於

け

：
る

利

潤

に

何

等

：，
の
-

相
違
が
叙
い
と
し
て
も
；、
；利
潤
が
ー
貨
物
の
生
產
條
件
中
む
石 

:'
,こ
と
が
他
：g

l

の

よ

け

も

：
太

な

；
る

と

：
と

'

が
'あ
；

o

得
可
ぎ
で
^:
る
と
観
た
0
,
上
：
：
定

量

0

葡

,
.以
つ
：.て
造
；;̂
れ

、

而

し

セ.、
其
の
努
働
は
同
—
率

：
の

氣

拂

を

旁

：け

る

も

の

"と

假

定

す

る0

*
^;
'
の
；：傲

値.は

保

存

に

由

つ

；
で

騰

貴

す

る

.

.2
:
、
 

:
.と
.が

な

允

の̂
あ
る
が
、''
.葡
萄
猶
の
其
机
は
騰
貴
す
号
：：所
望
の
品
質
免

ら
れ
.名
こ
と
を
要
す
.る
b
.生
：齑
渚
若
I 
く
は
商
火
は
彼
れ
が
五
個
年
の«
に
於
.い
：て
、
*
利
を
以
つ
て
蓄
積̂

ら
^

^
3:
«

¥
の
利
潤. 

セ
相
^
す
る
だ
け
、:.
布
片
よ
、り
も
遙
が
に
太̂
る
高
：に
對
‘
て
之
れ
を
販
賣
し
得̂

に

麥

れ

ば

、
之
れ
を.貯
藏
す
苓
こ
と
が
啟5
.
.で‘：

あ
：̂
ぅ
；。
此
：の'葡
萄
酒
■も
此
：.の%.
:
1̂
_

ち
の
本g

的
費
W
を
以
つV

造
ら
'れ
允
i
の
^'
あ
る
^

‘ 

■.
 

.
 
.
. 

.
 

•
 •
• 

• 
■
 

.
 

.
 

......
 

,
 

. 

..
 

.
 

.
 

.
 
.
 

.

.

.

. 

- 

* 
-

1
1貨
物
於
相
對
的
$
亩
然
懷
値
が
其
0

坐

慮

費

：
の

み

：
：
に
：烟

は

ず

.
^
汽
 

合
泠
あ
る
0
補

に

、
：
辭

句

^
1
:
.
:
般

的

な

夺

:

れ
の
他
の
梭
資
以
恥
に
出
セ.蒼

：l
;a
.
Q附
加
■
費
用
と
觀
、
«
れ

は

其

办

費

用

；に

|
^
.て
；結
揭
補
償
を
蓉
け
叙
け
れ
ば
：釔
ら
，ぬ
_も
<0
と 

做
し
て
、
之
れ
を
其
の#
萄
酒
の
生
產
赞
吖
に
包
季
るo
で
あ
るo(ibid.,:PJP」

■ 

思

想

史

概

觀
，
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.
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思
灕
史
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二

.

ご

:

r

 

二
一-

)
.

ミ

ル

は

、

穉

，
々

な

.

る
業
務
に
谂
て
、
视p

%
資
本
家
の
投
資
、
观
っ
て
又
、
彼
れ
に
よ
っ
.て
要
求
せ
ら
ル
る
報
酬
中
に
入
る
割
合 

が
同一
で
な
い
と
一K

ふ
事
實
か
b
し
て
、
惯
修
に
關
し
て
ニ
個
の

S
’

艰
を
坐
ず
る
も
.の
と
論
ず
る
。

一
は
假
令
ひ
菩
人
に
じ
て
相
異
石 

^

«
の
^
勘
が
水
久
に
報
偾
也
ら
れ
る
不
同
な
る̂
を
認
め
る
と
と
が
な
い.
.と
し
て
も
、‘諸
貨
物
は
單
に
是
れ
等
.の
も
の
を
生
糜
す
る 

が
爲
め
に
要
す
る
努
働
散
に
準
じ
て
交
換
せ
ら
れ
る
も
の
で
は
^
い
と
云
ん
こ
と
で
あ
る
。0

^

^5
4
9
-
5
5

.°}。

m *
ニ
の
紿 

供
は
一
设
的
利
胤
の
あ
ら
ゆ
る
騰
落-が
僧
値
に
影
響
を̂

す
可
き
こ
と
で
あ
る
。
斯
く
の
如‘き
.は
、I

般
に
之
れ
を
引
き
上
げ
又
は
引 

.
き
下
々
る
‘に
が
る
も
の
で
は
な'<
;
し
て
、
諸
物
の
惯
値
が
利
潤
の
尤
拂
は
石
可
き
期
間
の
不
同
に
山
っ
て
影
響
せ
ら
れ
る
割
合
を
變
ず 

る
に
依
る
も
の
で
あ
る
。
ニ
個
の
物
坪
は
同
ー
の
勞
働
に
よ
っ
て
造
ら
れ
る
が
、
其
の

一
は
他
に
比
し
て
大
な
る
苹
數
浩
し
く
は
月
數 

の
間
、
利
潤
を
交
拂
ふ
セ
と
，を
：要
す
る
が
.故
に
、
不
同
の
惯
値
を
布
す
る
場
合
に
は
、
道
般
め
價
値
の
相
違
は
吻
潤
が
よ
り
大
な
る
時
、
 

べ
に
は
±;
>
い
大
で
.あ
り
、
'利
^1
が
±'
い
少
な
る
時
に
は
い
り
少
で
あ
る
。
鬼
れ
よ
り
し
て
.、
質
銀
の
一
般
的
騰
貴
す
ら
、
勞
働
廣
用
に
於 

け
る
^
迸
の
增
加
を
意
味
す
る
場
合
に
は
、
或
る
程
度
に
於
い
て
價
値
ぬ
影
響
す
る
こ
と

X

な

る

の

で

あ

る

。
，
即

ち

勞

働

费

用

の

^

加 

は
利
潤
を
低
下
し"
斯
く
て
又
"
利
潤
於
平
均
以
上
の
：割
合
を
：以
っ.て
.加
っ
た
.物
:#
の
自
然
.-
«
値
を
低
下
し
、
利
潤.が

平

.均

以

下

妁

割 

合
に
.於
い
て
加
っ
た
も
の
を
引
き
上
げ
る
。
其
の̂.
贬
-
機
械
，が
大
な
る
役
割
を
肩
ず
备
總.べ
て
の
«
物
は
、
特
^

^
機
械
が
蜞
る
,/ 

耐
久
性
を
荷
す
る
と
し
た
な
ら
ば
、
利
潤
が
下
落
す
る
時
ぱ
、
其
の
相
對
的
惙
値
に
於
い
て
下
降
す
る
。
即
ち
、
換

!■
-
免
れ
ば
V
.他

の
- 

諸
物
は
*
れ
等
の
も
の
に
對•し
て
相
對
的
に
其
の
價
値
を
騰
貴
す
る
。

(ibid., 

pp. 

5
5
S
S
1
0
O

ミ
ル
は
文
、
地.代
に
類
似
脅
る
特
別.
 

/
の
利
潤
が
錄
烬
褂
讎
以
上
に
エ.業
的
取
引
爲
い
て
频
：̂々
る
.ヒ
.と
を
擧
示
し
'て
、
後
华
の
1准
地
代
：

」

理
論
を
豫
示
す
る̂

至
っ
た
。 

^

1

.

-

 ̂

o 

A 

. 

, 

• 

. 

.ノ 

.

.'■
,

.

:.彼
れ
-の
先
輩
經
濟
學
者
、.
.殊
'に
リ
ヵ
ー
ド
ォ
_は
、
断
述
の
如
く
收
紙
涵
減
め
法
則
と
亂
聯
^-
て
丨
菊
调
ヵ
殆
⑷
ど
最
^
額
に
歸
せ
ん
'

.

.

.

1
,-

 

•

 
-

 
.

 

•

 

.

.

.

.

 

へ

-

 
;

と
.す
る
の
傾
向
あ
る
と
と
を
生
腺
し
：た
デ
ミ
.ル
：
は

分

ヵ

ー

ド

オ

が

此

0
:學

說

の

筆

を

擱

い

；た

所

か

ら

之

れ

を

繼

承

し

て

>
.-
1_

に
し
て

久
じ
く
大
.な
る
生
產
|

蓄
ず
可
き
大
荩
る
純
所
得
€
脊
し
*
.隨
令
^
务

其
の
■
が
班
米
i

の

如〜

猶

ほ

使

用

せ

：
ら

れ

な

い

次

土

の

：大

豫

11
-
地
：を

有.す
る
ど
：と
が
が_

し

た

な

ら

：
ば
：
％

刺

_
率
は
、
言
は 

气
最
少
皞
に
.垂

ん

た

：

る

邊

：に

存

女

；
る

を

#

と

ル

::
.
'
驗

つ

.：
て

又

グ

果
 

V
が

、v
_ く

の

如

き

；國

の

特

徵

の

：
|
,
セ

权

左

と

說

如

が

9
SI
:
よ
^,
斯

；#

5.
: 

_ど

て
^
^

か
に
於
い
て
幾
許
な
ら
ず
し
て
現
實
に
到
達‘せ
ら
れ
さ
う
で
あ
る
と
が
、-
又
は
資
本
が
猶
ほ
日
疋
れ
等
諸
國
の
人
民
を
し
て
節
約
し
且
つ 

帮
積
せ
し
む
；る
に
辛
じ
て
十
分
な
る
所
の'も
の
よ
り
も
著
し
-ぐ
大
な
る
利
潤
を
依
然
と
し
て
坐
ず
る
こ
と
が
な
い
と
か
沄
は
う
と
す
る 

の
で
.は
な
い
。
彼
れ
の
言
は
ん
と
す
る
所
の
も
の
は
、
資
本
に
し
て
若
し
絕
ぇ
ず
其
の
現
在
の
劁
合
，に
於
い
て
增
加
を
續
；

b
、

而
し
て
、 

利
溯
率
.兔
引
ぎ
上
ぐ
る
の
傾
向
を
有
す
る
何
等_00
'
事
愦
も
、
其
の
間
に
於
い
て
起
ら
な
い
と
し
た
な
ら
ば
、
•利
潤
を
陵
少
限
に
引
き
下

V 

. ,
 

.1, 

.■;

. 

、
 

.
 

.. 
■
 

■
■
■
:
•
.

 

■ 

■ 

• 

\ 

.

.

ぐ、
.，
.
广

■

ぐ
る
に
は
僦
か
に
短
少
の•時
.日
を
要
す
る
.に
過
ぎ
な
い
であ
ら
-う
と言
ふ
の
で
あ
る
.。

(ibid,, 

v
o
l
.
I

ね
*?
to
oo
vl
o
。

.

, 

然
ら
ば
、
利
潤
低
下
の
傾
问
を
防
止
す
る
琪
惝
如
侗
。
其
の
第

一

‘は
或
る
經
濟
學
者
、
殊•に
シ
.ス
，
モ
ン
デ
ィ
及
び
チ
ャ
ル
マ
ー
ズ
が
殆，
 

、ん
ど
其
の
唯
1
の
も
の
と
.し
て
强
調
す
る
過
度
の
取
、引
及
び
率
急
な
る
投
機
の
諸
時
期
.並
び
'に
道
般
の
時
期
に
次
い
で
到
る
の
常
な
义 

商
業
上
の
諸
激
變
に
於
け
る
齊
本
の
浪
費
で
あ
る
。
c
i
b
i
d
.
v
p

*.
2
9
r

)

o
於
動
作
用
力
の
第
二
は
生
，產
に
於
け
る
改
良
で
め
り
、

(ibid., 

p.. 2
9
2
0
、

而
し
て
、.結
扱
に
於
い
て
之
れ
に
等
し
い
も
め
は
、
、.外
國
か
ら
低
濂
な
る
貨
物
を
取
得
す
る
何
等
か
の
，新
た
な
る
力
を
贏 

得
す
名
こ
と
で
あ
る
b
必
要
说
に
し
て
&
廉
な
ら
し
め
ら
れ
た
尨
ら
ば
、
是
れ
，等
の
も
の
が
國
内
に
於
け
る
‘改
良
に
よ
ヴ
て
然
る
と
、
 

國

外

か
ら
の
輸
人
に
よ
る
と
は
賃
銀
及
び
利
溯
に
對
し
て
•链
も
相
違
す
る
所
が
な
の
で
あ
る
。

(

g
d
.
, 

p. 2
9
4
0
0

最
後
に
、
國
A 

に
於
い
て
取
得
せ
ら
れ
得.る
よ
ゎ
^
高W

利
潤
を
求
め
て
植
民■地
蒞
し
く
は
外
國
へ•、の
，不
斷
の
資
本
流
出
が
虫
ず
る
。
ミ
ル
は
是
れ
を 

.

利
澗
似
想
见
槪
觀-

 

• 

, 

、
 

二
三.

，

(

二
三〕



利
潤
恕
•想
il
l
槪
觀 

. 

ニ

四

(

ニ
.四>

 

. 

以
っ
て
、
多
祀
の
間
、
英
國
に
於
け
る
利
潤
の
下
降
が
防
止
せ
ら
‘れ
て
來
た
屯
耍
原
因
の
一
で
あ
つ
た
と
信
ず
る.も
の
'で
.あ
る
'0
0
げ
^
.

• 

?
• 

2
9

-V
I
0
O 

'

. 

:

;

英
國
茁
鳴
:*
の
一
辉
濟
學
者
梂̂
餐
本
的
企
業
家
枚
斯
得
中̂

ー
少
乂
と
^
^
類 

是
：れ
：を
以.り
.て
、. 

利
雖
に
等
し
含
资
本
の
增
純
な
る
使
用
に
對
す
る
支
拂
、
業
務
擔
當
者
と
し
て
の
企
業
家
の

.行
爲
r
對
す
る
支
拂
並
.び
に
企
業
：の
危
險 

負
擔
と
幾
分
明
a
ど
缺
け
る
態
樣
に
於
い
て
锐
合
せ
る
所
の
も
の.と

做

し

た

。

道

般

の

碱

別

は

特

に

ミ

ル

に

ょ

つ

，て

^
_

な

ら

し

め

ら 

れ
た
所
で
あ
る
が
、
而
も*
彼
れ
と
雖
も
，
蓮
も
逍
舷
の
三
要
素
を
分
離
せ
し
む
る
の
可
能
性
を
論
述
す

.る
こ
と
な
く
，
依
然
と
：し
て', 

.资
本
的
儉
_
膨
の
全
所
_
を
»:
_

る
が
爲
办
吣
刹
谓
坎
る
名
辭
を
依
用
し::
\
.腐

し

て

、

、
又

、
；：

»'
實

士

之

れ

嗲

資

本

利

子

と

同

ー

へ

視

す

. 

る
場
合
が
多
か
^
た
の
で
あ
る
。
 

、

、

バ
V
資

本

象

囊

凝

間
CD
'
,觀

は

：>杲
::
<
:
;
よ
れ
じ
セ
#
龠

主

義

者

に

：ょ

各

^

に
從
へ
ば
、.利
^
は
人
間
の
隙
落
を̂

ひ
、
彼
れ
を
樂
网
が
ら
放
逐
せ
し
め
た
禁
制
の
梁
實
で
あ
る
。
，財
貨
の
公

®
な
.る
*

#

は

萁
の 

费
用
‘で
あ
る
。
其
の
以.上
を
微
す
る
こ
-と
は
不
正
で
あ
る°
然
'る
に
、
オ
I

H
ン
に
取
つ
て
は
利
潤
は
费ff
l
以
浪k,

寶
却
す
る
に
由
：
 

，
へ
っ
七&
淨
る
各
^
と

ー

霞

况

拆

た

。

«
潤
は
^

,
不

鉱

で.：あ

る̂

'.
消
費
過
少
裏
を
坐.
る

經

濟

恐

谎

は

常

め

利

潤

に

：對

.ず
灰
不
猶
金
暴
る
欲M
fe
遡
氓
得
可
逢
も
^
で
：あ 

一
る
自
裏
嗶
の
^

に

在

つ

て

.

^

_

澗

は

馇

以
つ
て
小
可
分
の
も
の
と
見
る
。

1
方
が
戰
亂
で
ぁ
る
な
ら
ば「

他
は
戰
利
品
に
過
ぎ
ざ
る
^
.の
、
で

あ

る

。

利

潤

獲

#
の
用
具
ぼ
硬
貨
，
 

で

あ

：る
。

利

溯

は

常

忙

：貨

幣

め

形

態

に

：於
い
て
實
現
へ
せ
ら
れ

%:
:-
°
貴

金

屬<0
;
儐

値

め_
礎

を
¥

^

*'
«
値
の
間
に
存
す
：る
離
係
を
混
亂
：せ
し
め
る
胁
げ
.と
.な
る
.
6是
れ
に
於
い
て
チ
、
狼
れ
は
之
れ
に
代
へ
.て

、

財

貨

を

：生
：'產

す

る

に

要 

し
た
勞
働
時
間
を
基
礎
と
す
名
勞
働
券
を
以
づ
て
.交
換
.の
^
介
物
^
ら
し
め
.ん
こ
と
圖
し
矣
の

■で
あ
る
。

.
彼

れ

は

，
又

、
.；
利

濶

を

目

' .

. 

'
.
.
•

，•
へ
，
 

. 

.
V 

:
. 

.

.

.

. 

.

.

.

. 

.. 

:
* 

. 

»
•
. 

'

的
と
し
な
^
生
：產
組
合
长
ょ.る
霞
會
の
建
造
.を
企
：て
た
0
で
.あ
名
0
:而
.し
.て
ノ
.利
潤
を
以
0
¥
^
^

ゾ
か
ら
彼
れ
等
が
尊
ら
生
糜
せ
を
富
ぞ
雖
取
せ
名
も
の
と
.：
做

オ

：
の
^
は
ヵ
'丨
ぃ
ル
：
.
.マ
：
ル
：
走

ネ

 

社
會
主
義
者
等
に 

:ょ
0
:て

發

展

せ

し

：
め

ら

れ

た

。

询

に

/>
利
潤
：理
論
史
上
に
於
げ.を

特

殊

め

地

位

，
妹

彼

れ

等

獨

逸

社

§
*.
義

者

に

與

へ

：
ら

名

可

ぎ

，
で

’あ
る
0 

へ
彼
れ
等
ば
英
國
の
古
典
的
利
潤
論
を
文
字
通
り
^
受
け
容
れ
た
:'
-
彼
れ
等
ば
之
れ
に
勞
働
慎
靈.の
盲
_
的
解
釋
を
結
合
し
た4
彼4

 

等
^
從T

ば
1
«
主
は
、
办
ら
ゅ
る
他0
:
1
:
:
般
商
<

と

等

し

く

、
，
單

に

賣

％

こ

ぉ

に

ょ

、
つ

そ

被

れ

办

^
 

彼 

れ
は
、
f

.ル
が
爲
め
.ぬ
質
ふ
0
彼
れ
が
實
ふ
所
め
灰<7
>
は
何
で
あ
.る
が
''
-
0
:
勞
働
.の
形
餛
紀
於
け
5
:勢
緣
者
：の
カ
で̂

^
彼
れ
53
買
る 

所

办

も

め

捧

で

：
あ

.る
へ
か
。
'
.
:

具
體
的
财
货
め
形
態
ぬ
於
：け

K?'

道
筒
同」

：
の
：力
で
あ
る̂

而
し
で
、' 兩
者
間
の
：餘
剩
ホ
彼
れ
：の
：.利
潤
を
樺 

成

す

る

。
，
而

し

.
て
：
、
'
.
1
^
5
|
^

界
の
他
方
に
於
い
允.ば
，
又
直
接
及
び
間
接
へ
の
生-

13

力
說
、？
：.資

讓

勞

働

說

並

：

び

に

制

欲

課

の

主

：
張

.
せ 

ら
れ
る
を
觀
た
め
兮
あ
る
が
：、
是
れ
等
：の
も
.のx

に
就
^
て
、は
利
子
思
想
史
中
に
於
い
て
考
察
す
る
を
便
と
：：

^
る
で
^
ち
ヶ
。
--
.

■.
產

業

革

命‘の

進

展

尤

伴

れ
^
舊

手
^
制

度

の

卞

に

於

げ

る

が

如

メ

^
^
^
^
^

f

制

大

：
エ

業
<0
時

代

と.な

り

、
；
：經

營

者

た

る

愿

主

は

«
ら
«
本
家
で
あ
り
、
恰
も
佛
國
大
革
命
前
に
於
.い
て
、
人
は
貴
族
：な
.る
が
故
に

:

宫
東
と
：啟
つ
た
が
如̂

、
令
や
人
は
單
に
會
者
教
る
が
故
が
の
み
雇
主
た
る
に
至
つ
た
時
代
^'
*
タE

は
勢
ひ
利
潤
は
利
子
と
混
同.

¥

. 

- 

-
-
'
.
•
. 

• 

- 

.
 

-. 

. 

- 

' 

.

.
-
* 

.

ら
れ
、
貴
鈒
對
利
潤
の
關
係
が
論
述'せ
ら
れ
な
げ
れ
ば
なk
散

か

つ

'た

の

で

あ

^

。
■而
も
、.
情
勢
.は
搏
が
重
要
%
る
產
業
方
面
に
於
い 

て
變
化
し
ぢ
。
英
國
の
工
業
は
新
た
で
あ
り
、
急
速
に
典
の
膨
脹
を
兒
た
も
の
で
，あ
つ
、て
、

.自
患
1

の̂
制
度
#
未
た
本
な
客
發
達
を 

.

.途
<!
;
-る
ゼ
^

^
ぐ

,'
;資

本

の

傲

有

は

：其

の

最

有

カ

な

岑

要

素

ヤ

あ

：
つ
：た

が

(

^
^
^
^

利
泗
鸪
想
史
概
觀 

.

，
 

，
11瓦

■

(
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利
潤
思
想
史
槪
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.

し

.
 

'
ニ

六

c 

ニ
六〕

の
發
達
は
企
業
の
中
心
を
«
ホ
の
所
^
か
ら
^

'
力
に
移
し、
.
#爲
有
能
の
也
業
家
は
.彼
れ
等
が
於
の
所
要
資
本
の
全
部
を
自
ら
所
有
す
. 

る
こ
と
の
な
い
場
合
に
は
之
れを
借
入
に
ょ
つ
て
取
得
す
.る
の
便
宜
を
增
加
し
た
。
斯
く
てE
犬
な
ふ
企
*
は
次
第
に
其
：の
成
立
を
見 

る
に
至
つ
た
の
で
ぁ
る
が、
' 更
ら
•に
株
式
其
、
の
他
の
會
社
企
業
は
個
人
企
業
に
代
る
こ
と
\
な
り
、
所
要
の
寶
本
比
小
分
せ
ら
れ
て#. 

數
所
有
者
の
間
に
分
た
る\
に
至
り
、
企
業
の
沖
有
と
管
理
と
を
全
然
分
離
せ
し
め
、
株
主
を
し
て
會
社
の
業
務
，に
參
加
ず
^
&
'
と
な
く 

し
て
#
社
の
利
益
配
當
に
與
る
こ
夂
を
得
せ
し
め
、
安
全
に
不
勞
.

を
確
保
せ
し
め
、
其
の
地
泣
を
し
て
玲
ん
ど
全
く
« :
#
资
本
家 

と
同1.V

な
らa

め
、.，而
し
：て
、
：：.主
士
し
弋
會
敵
眢
釋(0
'
-.任
に
當
.る
_

.

.

.

.

. 

*
•
•
.
-
•
'
•
-
'

-.. 

I
.
-
.
:
.
.
:

'.
, ” 

一. 

V
:

 
. . 

• 

• •
、

受
く
る
被
傭
者
た
る
に
過
ぎ
ざ
る
に
至
る
と
共
に
、
企
業
家
所
得
の
中
が

.ら
、一

方
に
於
い
て
は
，
企
業
家
自
身
の
勞
働
に
對
.す
る
國 

が
普
通
；の
報
酬
、
即
ち
企
業
家
賃
銀
を
區
別
し
、
他

い

：て
拟
、從
來
企
業
家
所
得
本
來
の
泉
源
：と

#
儆
各
れ
で
來
た
企
業
！
自
身 

:の
赘
本
：に
對
す
る
國
内
哿
通
の
利
手
，
即
：ち
企
業
家
の
.資
本
刹
潤
5:
:

:分
離
せ
し
む
る
の
傾
向
は
助
成
也
ら
れ
先
け
れtt
な
ら
■な
か
つ
た
“ 

然
ら
ば
义
企
業
家
が
典
の
利
潤
を
受
く
る
主
要
住
漪
は
那
遞
ゼ
存
す
る
か
？

一

':
:
現
代
の
經
濟
社
#
に
街
つ
ては
、
坐
齑
及
び
交
換
の■.行
爲
は
主
と
し
て
企
業
の
樣
式
を
取
づ
て
現
れ
る0:
.而
し
て
、
企
業
t
指
揮
ず 

.る
-'
<
7
>'任
^
當
.名
人
格
で
..ぁ
つ
て
、
之
れ
を«

«^
し
、
物
質
財
及
び
人
的
熒
働
ヵ
投
人
の
方
法
を
決_
1>
.
、
，
賣

捌

を

行

ふ

^
至

る

迄

.
、

」

 

時

其

の

，費

用

を

$-1
>
、
7|
1
場

に

；
提

供

ず

可

會

分

量

並

#

に
：
方

針

5:
-
確

宛

.
し
>
き

諛

内

^

る
。
而
し
て
又
、
企
業
家
所
得
は
、
所
得
期
間
’内
に
於
い
て
、
企
業
家
が
有
償
的
に
讓
渡
し
た
^

！g
‘若
し
く&

勤
務
給
#
の
價
格
が
：其 

の
生
處
又
は
營
利
の
费
用
を
超
過
す
る
部
分
、
，換
言
す
れ
ば
、
之
れ
•に
使
用
し
た
他
人
の
資
本
及
び
佌
八
の
勞
働
に
對
し
.、
契
約
に
基 

い
て
支
拂
つ
た
利
子
及
び
賃
銀
を
#

I
し
た
#
業
の
純
收
益
か

ら
成
る
も
の
で
ぁ
る
。
更
ら
に
又
、
' 企
業
家
所
得
は
種
：>
な
る
成
分
に
、
 

分
解
し
て
考
察
せ
ら
机
得
る
も
の
で
杖
‘レ
る
が
、
而
も
、企
業
家
所
得
は
元
來
萆一

‘の
も
の
で
ぁ
づ
て
、是
れ
等
.の
：成
分
は
固
よ
り
#
際

.

上
分
離
し
て
現
れ
る
も
の
で
は
な
，

S
。

斯
く
て
、
旣
述
せ
る
が
如
く
、
企
業
家
が
富
裕
な
る
資
木
钹
で
あ
る
乙
と
.を
普
通
と
し
て
居
つ 

た
英
國
に
於
い
て
は
、
利
澗
と
利
子
と
は
疆
せ
ら
れ
て
剧
つ
た
の
で
/?
>
る
が
、
企
炉
家
氺
自
，用
資
本
に
飲
賴
す
る
所
少
な
孝
大
睦
单 

於
い
て
ば
、
夙
に
是
れ
等«
盏
1
分
離
せ
し
め
从
と
す
る
の
擧
が
は
れ
、
セ
ィ
は
賃
銀
の

.

一
種
と
，し
て
利
潤
を
.論
じ
た
の
で.あ
る
が
、
. 

ク
ー
ル
.セ
ィ
キ
•：：ス

.一
一
ュT

ィ

0

i
 Gu

s
t
a
v

-fp
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o
u
r
c
e
n
e
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s
s
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a
l
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 Dictionnaiie de r€conomie 

politique.)

中
の
一
頃「

'利
潤」

•に
^
い
.て
、
之
れ
を
以
つ
て
危
險
負
檐
に
對
す̂
吏
沸
' 

と
：看

做

す

可

き

こ

.と
_を
ー
ポ
唆
し
た

'0
資
..本
.が

利

子

.
の

支

别
.ひ
^
對
し
.て
^
り
入
れ
ら
^^
る
と
と
が
出
來
、
又
、
事
務
員
を
包
含.す

.，
る
勞
ン 

務
者
が
.賃
銀
及
び
給
粋
の
交
柳
ひ
に
對
し
て
傭
ひ
入
れ
ら
れ
る
こ
と
が
出
來
る
と

I
た
な
ら
，ば
、
利
溯
は
也
業
の
危
險
を
引
き
受
け
る 

者
の
報
酬
と
も
で
被
名
可
き
ヤ
办
る>'
0
.
:
企
業
歲
所
得
沖
>

^
業
家
賛
,

：
命
1
^
^
^
^

他
に
使
用
せ
ら
れ
る
帮
通
の
場
合
と
比
較
し
て
之
れ
を
紐
る
こ
と
を
得
可
く
、
從
つ
て
計
算
上
之
れ
を
區
別
す
る
と
と
が
出
來
各

:°
而 

し
て
企
業
家
は
終
極
の
，經
營
者
た
る
と
と
を
普
通
と
す
る
の
で
あ
る
が

〜

經
濟
的
驗
分
の
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濟
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を

蒙
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ざ
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以
上
の
如
く
利
潤
を
以
っ
\

唯
り
企
f

所
有
者
5

っ
て
P
み
I

せ
ら
れ
得
る
所
の
も
.の
ぶ
っ
て
、
賛
|

し
：
く

は

給

料

ッ 

.の
形
態
に
於
い
て
变
拂
は
れ
る
.こ
と
を
得
な
い
一
特
殊
形
態
の
勤
務
に
.激
す
る
報
酬
と
岗
，

j

視
せ
ん
と
す
る
の
說
に
對
す
る
も
の
は
、
 

利
澗
を
以
っ
で
、
短
期
的
瑰
象
I

做
し
，、
识
常
な
る
均
衡
の
狀
態
に
在
0
て
は
伊
在
し
得
ざ
名
も
の
と
觀
る
‘も
の
で
あ
る
。
此
の
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論
に
從
へ
ば
、
利
澗
は
_
的
狀
敝
の
.康
物
で
あ
-っ
て
、
唯
り
經
濟
的
動
榣
と
變
化
の
.繼
續
す
るg

り
i

い
て
の
み
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續
す
る
。
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潍
性
に
相
應
す
る
配
分
を
收
受
す
る
も
の
と
觀
た
。
あ
ら
ゆ
る
單
惊
を
し
て
同
質
欢
ら
し
め
る
が
爲
め
に
、
土
地
及
び
資
本
凋
杣
象
的
バ

は
、
坐
糜
の
恒
久
的
要
素
と
し
て
の
熒
働
及
び
資
本
の
最
終
唑
產
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っ
&
萣
め』

ル
る
。

(Distrlfion. 

.of 

.wealth, 

ed., 

1902,. p. 

i'600。

斯
く
の
f

 
s
ll
{
fの
下
に
於
い
て
•
ク
ラ
ー
ク
比
收
®
遞
減
法
則
.の
適
•用
を
行
ふ
。
初
め
.の
人
-々
及
び
，初
め
’の
資
本
、 

の
增
加
最
は
、

の
人
及
，び
罾
罾
の
資
本
の
靖
加
ft
に
ょ
っ
て
創
造
'せ
，
ら

れ

，た

高

以

上

に

餘

剩

_

物
を
創
造
せ
る
が
如
ぐ
に
觅
ぇ
る
。 

然
し
な
が
ら
-
各
要
素
の
全
部
報
酬
は
、
最
終
來
靡
力
.と
利
用
し
得
可
き
單
位
數
の
積
に
ょ
つ
て
侧
定
せ
ら
れ
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數
と
す
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予
は
餘
剩
數
で
あ
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に
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銀
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の
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互
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す
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狀
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ftTconosie 

politique 

pure 

ou 

•
H
s
o
r
i
e 

d
e
'krlcnesse. so

p.ale, 

100
7
4
0
/に
於
け
名
見
解
も
亦
、
茈
常
な
る
利
潤
率
は
零
で
あ
る
，と
主
張
す
る
も
の
で
あ
り
、
本

質

.

的
に
ク
ラ
ー
ク
と
同
樣
な
る
も
の
で
あ
つ
て
、
自
由
競
爭
の
制
度
の
作
用
に
於
け
る

.摩
擦
よ
り
坐
ず
る
も
の
と
し
で
利
潤1
說
明
す
る
.
 

:に
*-
^
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て
居
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,

ク
ラ
ー
汐
は
*1
競
爭
に
し
て
若
1
妨
害
文
は
障
碍
な
く
作
用
し
た
な
ら
ば
、
純
企
業
利
潤
は
そ
が
創
造
せ
ら
れ
得
る
や
否
や
直
ち
に
. 

絕
滅
せ
ら
る
可
き
，も
の
で
あ
る」

2
稱
し
た
の
で
あ
る
が
、(

d-istributiop op. 

c
i
r

p. 

410..〕、

彼

れ

と

好

箇

の

針

捃

を

成

す

英

の

.
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、
V
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三
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一
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C

一
 II ニ

；}

マ
ー
シ
ャ
ル
は
利
澗
が
栉
在
す
る
短
期
の
考
察
、に
11
ら
に
大
な
る
注
意
を
拂
つ
た
。

「

ク
ラ
ー
ク
が
觅
敢
に
理
論
的
で
あ
つ
た
に
對
レ•

マ
ー
シ
ャ
ル
は
絕
ぇ
ず
理
論
の
適
用
に
制
限
を
磴
き
，、
之
れ
に
對
す
る
例
外
を
注
意
し
、
而
し
て
周
到
に
•定
義
せ
ら
れ
た
概
念
に
よ
つ 

■て
拘
.來
.せ
ら
れ
.
.る
ヒ
と
を
拒
..み
0
.ト
，あ
.つ
た
.の
で
.あ
'る」

,:
0

、

ィ；：：4

气

義
>.
:ル
抱
べ
:-「

.
業
满
其
欢
.

<

^

得
、
第1

霞
は
彼
れ
ゐ
設
備
及
沙'其
(0
.
他

，
の
：
物

：
質

的

資

：
本

：
の

蒙

並

，紙

,

第
 ̂

く
呔
塞
紺
織
及
び
：
,
係
€
其
れ 

の
總
訐
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
、
鹫
際
に
は
そ
は
免
.れ
等
の
も
の
、.總
額
よ
り
も
大
で
あ
る
、
蓋
し
、
，彼
れ
の
能
▼率
.は

幾

分

彼

れ

が

：其

9
 

特

殊

の<止

業

に

從

琳

し

つ

、

あ

る

.の
，
爭

實

’
祀

依

存

す

る

の

で

あ

つ

て

、

彼
れ
に
し
て
恭
し
相
常
な
る
價'格
を
以
つ
て
之
れ
を
賣
却
し
、

而
し
て
他
(7
>
企
業
に
從
辦
す
る
と
し
だ
，な
ら
ば
丨
彼
れ
の
所
得
は
恐
ら
く
著
し
く
減
少
す
可
き
が
故
で
あ
る

」

と
。

(principles 

: of
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■

:

■
 

.■■
■-■■■ 

■
.:
.
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 . ■ 
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■
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:■ 

: 

■
 ■ 

.
 

.
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Sth 

ed., 

1
9IV
0
, p. 

625. )

o
彼
れ
は
、
坐
萍
の
、動
因
が
、
現
在
營
ま
れ
つ
、
あ
る
.企
業
に
祚
つ
て
適
當
に
結
合

.せ
：'

ら

が

る

時

ば

、
ー
；：
別

微

に

俾

用

.隹

ら

れ

石

際

よ

り

：

^

1
It
在

產

的

で

あ

る

と

1K.:

ふ
.事

實

：か€
举
办
0
く
あ
る
綠
合
收
得
教?,
■
も
<7
>
.を
胤
. 

見
し
、た
0;
へ
前
誔
企
業
»
が
萁
の
：企
«
を
#:
み
：タ
\
あ
：る
^

機
會
愤
値^c

o
n
j
u
n
c
t
u
r
e

 

o
r

 

o
s
o
r
H-
a
c
y 

<

l

v
の
一
薪
例
で
あ
る
。
然I
な

が

ら

、

雇

主

の

見

地

は

^
^
業
の
金

利

得

を

包

含 

ず
る
名
の..で
：は
な
い̂
蓋
.し
、
；
彼

れ

：の
視
入
等

_
£附
風
す
る
他
の(

部

分

が

格

す

る

が

故

；で
あ
る

^ ̂

目
的
の
爲
め
め
は
ン
殆
ん
ど
丄
へ
企
業
め
全
所
姆
は
准
地
代
ノ
則
ち
^
龜

く

其

の 

所

得

看

つV
、

其
の
I

I

用
せ

さ
る〜

％
得
る
も
<o
で
あ
.る
。
換
言
す
れ
ばr :

そ
は
、
契
約
：に
J
り(

慣
習
に
より

、：：：

又

、.：
：.公
疋
^
想
念
め
よ
つ
て
.補
ば
队
て
：

)

該
企
業
：
 

粑
於
'妙
る
相
異
れ
る
人>
め
1;
1
|
-異
割
せ
ら
れ
る
合
成
难
地
代

(

。0县

0
5^-
^
以{5
.
-§
-
で
あ
：る
0
斯
■く
て
へ
：T

企
業
に
於
け
る
書
記

:

長
は
人
と
物
と̂
通

輝

レ
:'
<
1
,

遣
^

の
钿
識
を
或.石
場
合
に.1

爭

的

：の%
.位

に

在

芬

春
£
咼
阍
幻
以
っ
：
^

^
る
.
$ど
：が
出
來
カ
で
あ. 

.

.ら
ぅ
.
o然
し
な
が
ら
、
他
の
場
合
に
於
い
て
ば
、
彼
れ
が
旣
虻
從
禀
し
つ
、

>
あ
る
企
業
に
對
す
る
の
外
は
何
等
の
價
値
を
も
有
せ
；ざ
.る 

:

類
め
も
の
で
あ
る
。
斯
く
て
又
、
双
れ
が
其
の
企
業
を
離
れ

る
こ
と

は
、
恐
ら
く
彼
れ
.の̂
料
-の
儕
値
に
數
^
5す
名
«

^
を
.ま
れ
に
興
ふ 

可
：き

で

あ

る&
に
、
恐
ら
く
彼
れ
は
他
に
於
い.て
«
の
給
料
.の
..半
ば
を
も
取
得
す
る
て
と
を
得
ざ
る.可
き
で
あ
る
。(ibi<L, 

p. 

6
2
6
0
0
.

,
マ
ー
シ
ャ
ル
の
意
見
に
據
，れ
ば
、
長
期
の
見
地
よ
り
せ
ず
し
て
、
短
期
の
典
れ
.よ
り
考
察
せ
ら
れ
る
時
に
，は
、
虫
靡
•諸
领
素
の
使
用 

よ
り
生
ず
る
收
益
は
、
夭
體
に
於
い
て
，明
か
に
地
代
的
性
質
を
有
ナ
る

,0
然
し
な
が
ら
V
縦
令
ひ
即
時
に
は
非
ざ
る
も
-
任
意
に
供
給 

.を
增
大
し
得
可
き
先
！

一

要
潫
の
定
時
的
收
得
は
短
期
の
憤
格.を
支
配
せ
ず
し
て
、
却
っ
て
其
の
所
得
は
短
期
の
價
格
に
よ
っ
■て
古
へ
配
せ 

:

ら
：れ

各

。
へ

^

に
启
然
的
坐
補
要
素
の
所
有
者
に
對
ん
セ
坐
ず
る
所
顏
ぢ
地
優
と
前
齡
依
意

^
供
給
^'

す
る
准
地
代
と
の
間
、の.軍
¥

な
る
和
違
が
存
す
る
。
即
ち
、
准
地
代
を
生
ず
る
諸
物
件
の
供
給
は
•明
か
に
准
地
代
の
支
拂
，か
ら
调
立
せ.
 

る
も
の
で
.は
恕
い
於
、
眞
の
地
代
を
也
ず
る
諸
物
件
の
做
給
は
地
代
-の
支
狒
ひ
か
ら
全
然
獨
立
せ
：る
の
點
で
あ
る
。
機
械
の
.如
き

も
.Q. 

は
、
愚
れ
よ
り
收
得
す
る
所
の̂
?の
が
、、
其
の
中
に
人
り
込
ん
で
ゐ
る
資
本
に
對
ず
名
正
常
.の
，利
子
よ
り
も
少
な
い
と
し
た
な
ら
ば

" 

為
の
消
純
せ
る
際
に
は
廣
き
換'へ.
.ら
れ
.る
匕
と
な
か
る
可
く
、，
，又
、
.其
の
收
得
す
る
所
が
是
れ
以
上
で
あ
る
な
ら
ば
い
典
の
供
給
は
直 

ち
に
增
加
す
可
き
で
あ
る
。
斯
く

V
、

結
局•

生
靡
蔚
、
延
v>
,
て
は
叉
、
儕
格
甘
准
地
代
に
よ
っ
て
吏
配
せ
ら
れ
る
"
准
地
代
若
し
く
. 

は
地
代
的
所
得
な
る
も
の
は
各
薇
の
所
得
に
夜
っ
ズ
、
俜
く
之
れ
を
見
る
こ
と
，を
得
可

^
も
9
で
あ
っ
て
、

マ
ー
シ
ャ.
.^
自
身
の
.認
め
，
 

る
が
如
く
、
結
合
利
得
な
る
も
の
は
競
爭
の
不
完
金
か
ら
虫
ず
る
鞞
時
利
得
、
即
ち
、

.准
地
代
の
特
殊
型
に
分
解
せ
ら
れ
石
。

マ
ー
シ 

ャ
‘ル
は
生
產
の
動
因
た
る
士
地
、
勞
働
及
び
資
本
と
併
ん
で
.
.

「

組
織」

.(O

-Hg
s
i
z
a
d
o
n
)，

と
稱
せ
ら
れ
る
'、

i

要
素
を加
へ
•て
ゐ
る
が
、

'(
i
b
i
d

ナB
k

 iv. 

c
h
a
p
.

1
0、
而
も
、
此
の
第
四.の
.要
素
は
他
の
.三
要
素
に
.分
解
，せ
ら
れ
得
る
，も
の
で
あ
っ
て
、
賃
銀
、
利
子
浩
し
く
は
地
-
.

.
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パ
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想
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觀
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.
^
^
^
^ ̂

■

代

に

分

解

せ

ら

れ

，る

.こ

.と
の
な
い
永
續
的
利
微
を
取
得
す
石
こ
と
0.
出
來
る
地
位
に
往
る
如
何
な
る
、も
の
も
マ
|
シ
ャ
ル
の
體
系
に
於
.
 

い
て
は
存
す
る
と
と
が
な
い
と
論
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
。(cfv E

d
m
u
n
d
.
w
h
i
t
t
a
k
e
r
,

 A

 

History of 

Economic 

I
ds'
s
, 1940, 
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- 
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, 

*

,
.米
の
マ
ッ
ク
フ
ァ

I
レ
ン
ハ
o
ぼ
^g

多

s-acfarlane)
，

は
彼
の
ウ
ォ
ー
力
ー
に
よ
つ.て
注
意
を
喚
起
せ
.ら
作
た
，
ill
i
越

せ

る

企

*

家
 

に
よ
つ
て
收
受
せ.ら
れ
る
差
別
的
報
酬
の
實
在
を
承
認
し
た'の
で
あ
る
が
、‘而
も
、
是
れ
等
の
も
の
は

「

企
業
家
地
代」

と
稱
せ
ら
る
Rr 

.き
-も
■の
で
あ
つ
て
、
利
潤
な
る
名
辭
は
價
格
の
決
定
に
參
加
す
る
獨
占
的
餘
剩
に
限
定
せ

&
る
可
き
と
と
を
由
張
し̂

o
.
f

(

<;
.
3
1
u
e
: 

a
n
d

.

.

.

.

.

.

.

. 

圓

.
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Distribution, aa historical, critical and constructive study in ec

o.nomic theory, 

100
VO
9
, p. 

1
2.°〕

o 
新
く 
の
叫
き
餘
剩
ri
.
 

あ
ら
ゆ
る
，種
類
の
赖
少
財
生
產
に
現
れ
る
。
'總
べ
て
這
般
の
財
貨
の
.生
痛
に
在
つ
て
は
、
供
給
が
制
限
若
し
く
ゆ
管
制
':せ
：ら
：れ
.て

、
：：
懷 

格
は
、
'
 
限
界
に
於
い
て
す
ら
、
生
產
費
以
上
に
餘
剩
を
生
ず
る
と
云
を
諶
實
に
よ
つ
て
特
性
附
け
ら
れ
を
獨
成
的
要
象
が
.存
す
る
。
•這

.

.

.

.

.

.

.

.
- 

.

.

I
.
. 

, 

-. 

.... 

' 

• 
y 
'

■

ン

'
.

■
■ 

I
.
.

一... 

.

... 

广

般
の
餘
剩
-«
總

ベ

て

の

生®
者
、
' 即
ち
超
限
界
生
靡
者
と
等
し
く
限
界
生
產
紫
に
も
興
へ
ら
れ
る
の
で
あ
.る
が
、
任
意
；に
#
生
奪
し
得
：
 

る

着

：の
：場

合

に

は

、
坐

傷

と

：限

界

價

格

と

は

同

，1,

で

生

產

毀

中

に

は

：單

に

企

業

家

ム

對

す

.る
正
.常

賃

銀

：
の
ー

'み
が
包
含
せ
ら\ 

れ
て
.
費
用
以
上
の
何
等
の
餘
剩
も
.限
界
坐
迤
者
に
與
へ
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
。

マ
ッ
ク
フ
ァ
ー
レ
V
は
唯
り
這
般
の：

限
'#
餘
機
に
對 

4

て
の
み「

利
潤」

な
る
名
辭
を
適
用
す
る
。
卓
越
せ
る
能
力
を
有
す
る
企
業
者
に
よ
つ
.て
收
受
せ
ら
れ
る
差
別
的
餘
剩
は
i
mf
.眼
界
的 

.
士

地

の

所

荷

者

に

よ

.つ

.て
取
得
叱
ら
れ
一
る
：餘

剩

と

等

し

く

、
‘須

ら

く

「

地

代」

と

稱

せI

可
き
も
の
.
.で
.あ
：冬0
:蓋
し
、「

是
れ
等
兩
者
は
'
.
 

共
把
地
代
原
理
に
よ
つ
、て
說
明
せ
ち
れ
：
叉
、
傲
格
を
決
定
せ
ら
れ
る
か
ら
セ
あ
る
。
他
方
に
於
い
ぃ
て
'、
■

ベ
て
の
#
炎
財
の
場
合
に
一
.
 

生

じ

つW

あ

る

前

記

限

界

餘

剩

は

地

代

藤

：理
.を

to
又
懷
檢
を
決
定
す
る
も
の
で 

あ
る
。
J8
P
ち
、
.是
.れ
等
；の.も
.の
：は

版

界

的

生

產

者

を

し

V

這

般

の

貨

物

を

市

場

、
に

.提

供

す

：る

彼

れ
..の
努
カ
を
繼
續
せ
し
む
る
が
爲
め
に

,

被
れ
に
支
挪
は
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
：も
の
で
^.
る
が
.ら
で
あ
.るo

c
i
b
i
d
,

 
〃p
,,
i
2
4
.
0
o
:

彼
れ
•に
從
ヘ
.ば

、
.利

潤

は

目

坩

競

爭

が

作

用 

.し

な

い

場

合

に

、
單

 
一
«
物

の

生

產

と_
聯

し

，
で

潑

生

ず

る

も

の

p

 

I

承
' 
独
A
苒

し

て

之

れ

と

泰

同

せ

ら

托

各

利

子

は

；.
唯

り

自

曲 

.

.顧
爭
の
作
用
す
る
下
に
敗
い
.て
の
み
發
生
し
、
：而
1
て
生
產
：の
全
界
域
贮
跨
い
：て
、丨
叉
^
限
界
询
郞
^
最

レ

少

な

く

生
1
1的
な
る
產
業

に
於
げ
る
資
本
の
攻
得
に
よ
つ
て
決
定
せ
ら̂
る
0

0̂*
0:
.
, 

P
.
127; 

c

r
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瑞

典

の

：ダ
ス
ク
ッ
バ
フ

/•
:■
力
：
ッ
.
セ
ル
の
：
理

論

は

、
.
マ

ー

：
シ

ャ

ル

の

：
其

れ

へ

と

等

し

く

1
'

種
办
地
代
學
說
と
稱
せ
ら
る

〜

を
得
可
き
も
<0
-
で
あ 

'る
。
.彼
れ
も
亦
.、
企
業
家
の
利
潤
を
：以
づ
て
、
：
費
用'以

正

，
に

出

で

た

總

收

益

の

餘

剩

.
で

あ

る

と

觀

：た

。
：
眞

實

:̂
企
業
家
利
潤
は
'
初
め 

T

見
し
た
所
で
は
：‘

異
れ
I

業
に
於
け
る
相
異
れ
る
費
用
の
遭
と
し
突

；

す
る
。
然
し
な
が
ら
フ
そ
：は
、
略
々
確
定
の
儐
格
を
有
し
斯
く
て
又 

ー̂

業
の
_
礎

幺

成

す

：評

慣

に

.於

い

，
て

も

茁

規

的

.に

考

慮

せ

ら

れ

な
け
れ
ば
食
ら
ぬ
要
素r
包
含
す
‘る
。
.此
0
齓
類
に
屬
す
る
が
の
は
先
次
第1.

に
.は
企
業
家
と
.1
>
て
ー
の
姓
格
に
於
い
.
て
の
：
彼

れ

自

身

の

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

. 

.

.

.

.

.

. 

• 

■
1
- 

' 

-
.
，
'
.
.
. 

• 

.

.

.

.
1

.

勞
務
で
あ
る
。
斯.く
の
^,
孝

も

，
の
：
は

幾

分

い

支

拂

を

：
受

く

る

事

務

員

の

：勞

務

.

に
±:
-
0て
代
ら
し
め
ら.る
父
を
得
可
き̂

あ
.る
0費
用
の
地 

位
に
置
か
れ
^

け

れ

ば

：
な

ら

，
ぬ
：
企

業

家

，
利

潤

の

■

第I

一
の
要
素
は
危
險
：で
あ
る
；

(

そ
が
或
る
程
度
：の
蓋
然
性
を
砜
つ
て
計
算
せ
ら
れ
る
こ
. 

と
が
.出
来
、
斯
く
て
又
、.費
甩
：の
見
積
に
包
含
せ
ら
れ
る
こ
％
が
出
：來
る
限
り
に
於
い
て
は
^
企
黎
の
企
業
ぉ
：し
セ
；の|
:般
：的
危
險
に
ぺ 

對
し
て
は
、
原
則
と
し
て
；、
保
險
せ
ら
れ
る
こ
と
が
可
.能

で

な

い

。

啟

し

な

が

ら

、

斯

く

，
の
.

、妯
き
危
險
が
、*

定
の
正
常
な
る
範
圍
內 

.に
於
い
て
.ば

醬

業
®

に
於
い
て
考
慮
せ
ら
れ
る
こ
と
は
疑
問
の
な•い
所
で
あ
る
。
是
れ
等

一

一
要
素
を
分
離
せ
し
め
た
嚴
密
な
る
意 

義
忆
於
い
‘て
、の
企
業
家
利^.
即
ち
純
粹
の
命
業
家
利
潤
の
ぎ
圍
に
就
い
て
は̂
.
の
規
準
も
得
す
る
とA
が
な
.い
。
そ
は
正
常
な
る
事 

物
で
は
な
く
し
て
、
各
箇
企
業
の'特
殊
的
な
要
素
で
あ
る
。
そ
は
遨
々
純
然
た
る
偶
發
琪
の
結
梁
で
あ
る
。
そ
は
、
原
則
と
し
て
、
.
其 

•

利
泗
AU
想
史
槪
觀 

三
五
、

广
三
五〕
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利
潤
思
想
史
槪
觀
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三
六
.

C 

1
2
0 

の
_關
係
す
る
取
引
部
門
の
景
氣
に
連
れ
て
著
し
く
變
化
す
る
,0
そ

は

、

：史

ら

に

叉

、
.

企
業
が
.孰
れ
か
の
點
に
於
い
て
確
保
し
龙
特
權
的

「 

地
位
に
依
#
す
.る
。
然
し
な
が
ら
、
そ
は
、
舊
い
特
權
的
關
係
を
驅
遂
し
て
新
た
な
る
も
の
を
糜
出
せ
ん
と
し
つ
、
あ
る
諸
カ
が
常
に

' 

作
用
し
つ
V
あ
る
.現
代
ま
濟
生
活
の
不
斷
の
變
化
贮
在
つ
て
は
罾
趴
に
失
は
れ
得
る
も
の
で
あ
つ
て
、
其
の
維
持

‘は
、■
原
則
と
し
て
、 

止
む
こ
と
の
な
い
努
力
、
弛
む
こ
と
の
な
い
注
意
-—

ー
言
に
し
て
觀
せ
ば
、
代
價
を
支
拂
は
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
叉
其
の
‘偾
格
が
費

.V: 

. 

■ 

.

.

.
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用
の
中
に
包
含
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
盡
カ
を
要
求
す
る
。
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M

ら
に
シ
ュ
ム
。へf

ダ
ー
、

T

ル
-

フ
レ
ッ
ド
*
ア
モ
ン
及
び
フ

ラ

ン
ッ
•
オ
ッ
ぺ
ン
ハ
ィ
マ
ー
は
特
に
社
會
の
動
態
的
性
格
に
某
く
も 

■

の
と
し
て
利
潤
論
を
‘

發
達
せ
し
め
た

U

而
し
て
又

.
：'

危
險
、
經
濟
的
變
化
及
び
企
藥
能
力
の
役
割
の
概
念
を
結
合
せ
る
利
潤
観
は
シ
力 

,

ゴ
大
學
の
ナ
ィ
ト
敎
授

(
F

r
g

k

 

H
.

 

K
n

i
g

h
t
〕

に
，ょ
つ
て
生
み
出
さ
れ
だ
。
彼
れ
は
平
均
を
看
出
さ
れ
る
こ
と
が
出
來
な
い
か
若
し
く

 

' 

は
保
險
せ
ら
れ
る
こ
と
の
町
來
ぬ
眞
の「
不
確
實」

9
p

s
r

t
a

i
n

t
y

)

と
弊
定
せ
ら
れ
得
る
も
の
で
あ
り
又
保
險
せ
ら
れ
得
る
本
然
の「

危
：

' 

險」
(

r
i

s
k)

と
の
間
に
區
別
を
設
け
た
。

#

れ
に
從
へ
ば
、
利
潤
，の
正
し
い
理
論

.

の
浓
酿
を
形
成
し
而
し
て
、現
實
の
競
爭
と
理
論
上
；

. 

競
郇
の

.

問
の
分
岐
を
說
观
‘

す
る
も
の
は
眞
の
不
確
實
で
あ
つ
て
、
危
險
又
は
經
濟
的
變
化
其
れ
闫
體
で
は
な
い
。
危
險
は
，保
險
に
ょ
つ 

て
费
H J

に
歸
せ
し
め
ら
れ
る
こ
と
が
出
来
る
。
豫
見
せ
，ら
れ
る
こ
と
の
出
來
る
變
化
に
對
じ
て
は
準
備
を
爲
す
こ
と
が
出
來
る
。
然
し

. 

な
が
ら
、

•

猶
ゆ
測
る
こ
と
の
出
來
ぬ
不
掘
實
は
淺
存
す
る
。
保
險
し
得
ざ

.

る
危
險
は
主
と
し
て
經
濟
的
變
化
と
關
聯
す
る
。
變
化

'

が
自

' 

'
覺

せ

.
る
改
：赛

細

ぢ

生

^ -

霖
賤
は
ク
危
險
炔
根
廣
れ
る
態
様
に
於
込
で
改
洚
黉
及

^

其
め
—

の̂

带
^

經
營
客
に
し
て
蒞
し
彼
れ
の
決
意
と
關
聯
せ
る
あ
ら
ゆ
る
事
，項
を
完
金
且
つ
正
確
に

■知
つ
て
居
つ
.た
な
ら
ば
、
彼
れ
は
斷
じ
て
損
失
を 

蒙
る
こ
と
な
か
る
可
く"
文
、
總
べ
て
の
競
审
胬
に
し
て
同
樣
に.之
れ
を
知
っ
て
居
っ
た
な.ら
.ば
、
破
れ
は
靡
も
所
得
を
擧
ぐ
る
の
機

俞
を
有
せ
ざ
る
可
き
で
.あ
る
。
究
全
な
る
®
作
の
條
件
は
特
に
完
全
散
る
知
識
を
包
含
す
る
、
而
しV

、

利
潤
は
不
確
實
に
よ
つ
.て
，說
，
 

明
せ
ら
れ
る
進
私
的
變
化
か
ら
解
放
せ
ら
れ
た
仰
界
に
於
い
て
は
、
如
.何
な
る
經
營
上
の
.決
意
も
要
求
せ
ら
.る
W
こ
と
な
か
る
可
く
* 

動
稀
は
消
滅
す
可
く
、
X
保
險
に
よ
つ
て
防
護
せ
ら
る
、
を
得
可
き
で
あ
ら
ぅo,

伽
之
.、
.影
響
せ
ら
れ
る
f

ゆ
る
人
に
よ
つ
て
無
限 

に
前
以
.っ
て
豫
言
せ
ら
れ
る
ヒ
と
の
出
來
名
變
化
は
經
營
上
の
問
題
を
も
錯
誤
を
も
利
潤
を
も
發
生
せ
し
む
る
こ
と
が
_な

い

.
で

あ

ら
 

ぅ
。
人
口
及
び
資
本
の
確
然
た
る
增
大
は
可
俄
り
に
明
か
に
豫
言
せ
ら
れ
得
る
も
の
で
あ
b

i>
又
之
れ
に
相
應
す
る
脆
圍
ま
で
不
売
全 

競
爭
浩
し
'く
は
利
潤
を
生
ぜ
し
む
る
と
と
な
き
も
のp

あ
-る
o
f Knight. Risk, 

Uncertainty 

s
d
’ 

Proft,. Hart,.

.
 SchaAfner and 

M
a
r
x

 

F
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一
 

斯
く
の
如
く
レ
て
企
業
家
本
來
の
性
格
に
對
す
る
離
識
は
深
化
せ
ら
れ
、
.
而
し
て
企
業
家
利
潤
は
成
ひ
は
保
險
せ
ら
れ
る
こ
と
を
得 

.
な
い
危
險
若
し
く
は
不
確
實
を
負
擔
す
る
の
任
務
に
對
ず
る
報
_
と
し
て
、•或
ひ
は
之
れ
を
動
態
經
濟
學
と
連
結
せ
し.め

.て

說

明

せ

ら 

れ
る
こ
と
、
な
づ
た
。
利
潤
は
企
業
家
を
し
で
坐
產
技
術
を
改
良
せ
し
め
ノ
企
篥
組
織
を
改
善
せ
し
め
る
誘
因
と
し
て
强
調
ぜ
ら
れ
、 

‘
而

し

％

、

」

あ

皎

：
ゆ

：る

特

殊

め

改

養

ぬ

關

ず

名

暫

時

_

所

得

で

あ

.
：
っ
：
_
>
:
^

使
用
せ
ら
れ
る
勞
働
及
び
資
本
の
所
有
者
に
移
轉
せ
ら
れ
て
消
減
す
石
も
の
と
看
做
さ
れ
た
。斯
く
て
、樂
觀
主
義
經
濟
祺
者
の
觀
る
が• 

如
く
、
_
由
競
爭
制
度
の
下
に
在
っ
て
は
、
總
べ
て
の
生
淹
菸
は
最
低
の
’價
格
_を

以

，
っ

て

最

大

な

る

.價
秦
を
提
供
す
る
に
.凼
っ
て
、
其 

の
顧
容
、
即
$
m
費
者
に
對
し
て
虼
善
な
る
勤
務
を
，提
供
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
！£
^
て

ノ

社#.
,
£
對

し

て

最

善

な

る

勤

務

を

提

供

す

ン 

利

渦

也

想

史

槪

糊
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. 

. 

、
 

V

,

.

. 

* 

,

る
忠
赏
な
る
社

#

.

の
從
供
が
、■
最
大
な
る
利̂

を
收
め
て
、
最
大
な
る
財
産
を

®

樹
す
る
に
至
る
可
き
で
あ
る

*
 

.

而
も
、
茜
ん
姑
、■只
管
其
の
營
利
衝
動
か
ら
來
る
企
業
家
の
生
靡
费
俄
減
の
努
力
に
伴
ふ
暗
黑
面
を
顧
み
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
叉
、 

"。蕾

^|:で

觀

资

本
7G
■
啟
.土
が
收
聚
灌
霞
ん
ど#
る
：激

極

的

資

本

翁

':
^

，は
，
屢
々
企
業
典
の
者
の
充
實
瘸
張
を
阻
锥
せ
ん
と
す
る

.

の
傾
向
が
あ
る
。
而
し

.

て
、
私
企
業
家
が
典
の
私
的
利
益

.

の
誘
惑
に
ょ
つ
て
、
 

-

其
の
行
爲
の
適
:1
1

*

を
破
ら
れ
ノ
往
々
に
し
て
國
家
を
も
社
會
を
も
犧
牲
た
ら
し
め
ん
と
す
る
の
虞
れ
あ
る
の
時
、
.經
濟
方
面
に
於
け
る 

國
家
的
活
動
の
無
際
限
な
る
擴
張
が
主
張
せ
ら
れ
、
先
づ

一
定
の
莪
礎
的
齑
業
を
國
，營
に
移
さ
ん
と
す
る
の

.

論
が
屢
々
提
唱
せ
ら
れ
る」 

.

の
で
あ
る
が
、
而

'

も
、.

現
今
の
趨
勢
は
、
概
し
て
私
企
業
を
し
て
其
の
存
續
を
歡
持
せ
し
め
、
個
人
的
創̂

r

と
努
力
と

.

を
尊
重
し
、：
之 

‘

れ
を
利
用
し
て
生
產
力
の
擴
充
を
企
圖
す
る
と
共
に
、
刺
潤
追
求
の

'

願
望
が
利
己
的
反
社
會
的
な
る
性
質
を
帶
び
る
場
合
に
は
之
れ
を

'

:

抑
制
し
、

〉

：產
篥
に
對
本
名
■
家
的
兢
制
を
軋
低
し1'
之
れ
を
.:1
.
_て
國
家
的
目
的
と
國
民
的
福
利
ど.杧
奉
仕
せ
^

^

故
に

.

叉
，、
投
藝
本
及
び
疆
的
勞
働
に
» :

ず
.

る
適
度
泠
報
酬
以
4 ;

に
利
潤
か

_

當

性

は

：那

邊

：ま

'

で

氣

認

せ

ら

：る

可

き

か

め

：
调

題

は

生 

「

ず

る

。
，
殊

に

職

時

'

に̂

ル

て.

は
箪
需
產
業：

の#

ベ
す
が
國
營
に
非
ざ
る
限
け

.

、'

軍

需

品

に

對

す

る

、
需

要

の

緊

迫

性

其

.

の

他

の

原

因

に

，
基 

.

い
て

.

跳
議
す
る
異
常
な
る
利
潤
に
對
す
る
統
制

.

の
問
題
を
緊
切
な
ら
し
め
る
。

' 

'

'
:

松
ゲ
岡
開
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場
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苦
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士

族

授

產

事

業

の

；撰

.範

ヤ

.あ

.る

と
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